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国
と
地
方
の
財
政
は
、
密
接
に
関
連
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
の
財
政
を
無

視
し
て
地
方
の
財
政
を
語
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ま
ず
、
わ
た
し
た
ち
の

ま
ち
の
財
政
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
に
、

国
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
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最
悪
』
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん

 

/
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高
度
経
済
成
長
期
を
ピ
ー
ク
と
す
る

『
右
肩
上
が
り
の
経
済
』
も
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
と
と
も
に
終
え
ん
を
迎
え
、
税

収
な
ど
の
歳
入
の
減
少
に
合
わ
せ
て
予
算

総
額
も
小
さ
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
急
激
な
情
報
化
社
会
の
進
展

や
経
済
構
造
の
変
化
、
少
子
・
高
齢
化
の

進
行
、
地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
な
ど
新

た
な
課
題
へ
の
対
応
や
長
く
続
い
た
景
気

低
迷
の
後
遺
症
も
あ
り
、
現
在
も
思
う
よ

う
に
小
さ
く
で
き
な
い
ま
ま
、
国
の
借
金

（
国
債
）
は
膨
ら
み
続
け
て
い
ま
す
。

　

財
政
の
借
金
体
質
は
国
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
と
地
方
の
借
金
を
合
わ
せ

る
と
、
平
成　

年
度
末
で
約　

兆
円
に
達

16

740

し
、
平
成　

年
度
末
に
は
約　

兆
円
ま
で

17

774

膨
ら
む
見
込
み
で
す
。

　

ま
さ
に
今
、
国
の
財
政
は
、
戦
後
最
悪

の
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
は
、
主
に
景
気
・
雇
用
対

策
に
重
点
を
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
企
業
部
門
の
改
善
や
個
人
消
費
の
持

ち
直
し
な
ど
、
日
本
の
経
済
が
回
復
に
向

か
い
始
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
歳
出
予
算
を
小
さ
く
す
る
た

め
、
年
金
・
医
療
制
度
改
革
や
税
制
改
革

な
ど
財
政
再
建
へ
の
取
り
組
み
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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�
�
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　国と地方の借金は、平成１７年
度末までの１年間で約３４兆円増
加する見込みです。
　これを日と秒で換算すると、
１日当たり約９３１億５,０６８万円、
１秒当たり約１０８万円ずつ、借
金が膨らみ続けていることにな
ります。
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Ｑ
財
政
が
国
と
地
方
も
『
戦
後
最

悪
』
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
は
？

Ａ
財
政
状
況
は
、
国
も
地
方
も

火
の
車
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国と地方を合わせた借金の推移

※平成１７年度は見込み額です
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国
と
地
方
の
財
政
の
関
わ
り
を
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

『
地
方
分
権
』
の
流
れ
を
確
か
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

戦
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
強
力
な
中
央

集
権
型
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
い
わ
ば
、

国
と
地
方
が
『
上
下
・
主
従
』
の
関
係
に

あ
り
、
地
方
の
個
性
や
独
自
性
の
な
い
同

じ
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
重
視
す
る
方
法

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
仕

組
み
で
は
、
高
度
情
報
化
社
会
や
少
子
・

高
齢
化
社
会
、
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の

形
成
な
ど
、
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
国
が
財
源
の
多
く
を
握
っ
て

い
た
の
で
は
、
地
方
の
自
立
を
望
む
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、
平
成　

年
に
地
方
の

12

自
主
性
と
自
立
性
を
高
め
、
国
と
地
方
の

関
係
を
『
対
等
・
協
力
』
と
す
る
『
地
方

分
権
一
括
法
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
る
に
は
『
地
方

で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
委
ね
る
』
と
の

原
則
の
下
、
歳
入
・
歳
出
の
両
面
で
地
方

の
裁
量
度
を
高
め
、
地
方
の
真
の
自
立
を

図
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
三
位
一
体
の
改
革
っ
て

な
に
？

Ａ
地
方
分
権
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
の
国
の
方
針
が
『
三
位

一
体
の
改
革
』
で
す

　

地
方
分
権
を
進
め
る
た
め
の
『
税
財
源

面
で
の
改
革
』
実
施
の
手
段
が
、
『
三
位

一
体
の
改
革
』
な
の
で
す
。

　

地
方
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

税
財
源
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
で
、
地

方
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
自
ら
の
創
意
工

夫
で
予
算
を
執
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

地
方
の
自
立
を
促
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
補
助
金
の
採
択
の
影
響
を
受
け

て
い
た
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

か
ら
は
住
民
の
意
思
が
反
映
し
や
す
く
な

り
、
参
画
の
機
会
も
増
え
る
な
ど
、
住
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成　

年
度
を
初
年
度
と

16

す
る
『
三
位
一
体
の
改
革
』
が
進
め
ら
れ

る
と
地
方
財
政
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
内

容
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
や
施
設
整

備
関
係
の
国
庫
補
助
負
担
金
の
取
り
扱
い

な
ど
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
に
伴
う

本
格
的
な
税
源
移
譲
が
先
送
り
さ
れ
、
国

の
財
政
再
建
が
優
先
さ
れ
て
、
地
方
公
共

団
体
の
平
成　

年
度
予
算
編
成
に
大
き
な

16

支
障
を
及
ぼ
す
な
ど
地
方
財
政
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
、
本

来
の
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
『
三
位
一

体
の
改
革
』
で
は
な
く
、
『
国
の
財
政
赤

字
の
つ
け
回
し
』
『
単
な
る
地
方
へ
の
負

担
転
嫁
』
で
は
な
い
か
と
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　

今
年
７
月
に
は
、
再
度
首
相
の
要
請
に

基
づ
き
地
方
六
団
体
が
取
り
ま
と
め
た
国

庫
補
助
負
担
金
の
改
革
案
が
政
府
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
各
省
庁
と
地
方
と
の
意

見
が
対
立
し
て
い
る
部
分
が
数
多
く
残
さ

れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明

な
状
況
で
す
。
３
兆
円
規
模
の
税
源
の
移

譲
に
結
び
つ
く
改
革
、
地
方
の
裁
量
度
を

高
め
自
主
性
を
大
幅
に
拡
大
す
る
改
革
の

実
施
に
向
け
、
今
後
も
そ
の
動
向
に
は
十

分
に
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
『
三
位
一
体
の
改
革
』
で
、

何
が
変
わ
る
の
？

Ａ
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
改

革
か
、
そ
れ
と
も
国
の
財
政

再
建
策
か

　三位一体の改革とは、地方が決めるべきことは
地方が自分で決めるという『地方自治の本来の姿
の実現に向けた政府の方針のことです。
◎平成１８年度までに行われる三位一体の改革
�国庫補助負担金の改革…地方の自主性を阻害す
　る国庫補助負担金を縮減する。
　（平成１７・１８年度の国庫補助負担金を３兆円程
　度縮減（廃止））

�税源配分（税源移譲を含む）の見直し…地方財
　源の充実を図るため、税源を国から地方へ移譲
　する。
　（平成１６年度からの３年間で約３兆円の税源移
　譲を目指す）
�地方交付税の改革…税源移譲や国庫補助負担金
　の廃止に伴う地方の財政力格差是正のため、バ
　ランスのとれた地方交付税の見直しを行う。
　（平成１６年度からの３年間で交付税算定方法の
　簡素化・透明化に取り組む（第１期））

』

三位一体の改革

国庫補助
負担金の
改革

税源配分
の見直し

地方交付税
の改革

特集　登別市財政公表
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地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
行
政
運

営
の
基
本
的
な
経
費
を
計
上
す
る
一
般
会

計
と
、
国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水
道
事

業
の
よ
う
に
特
定
の
収
入
を
も
っ
て
特
定

の
支
出
に
充
て
た
経
費
を
計
上
す
る
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
特
集
で
は
全

国
統
一
の
基
準
に
よ
り
各
地
方
公
共
団
体

の
比
較
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
一
般
行
政
部

門
の
普
通
会
計
に
よ
り
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
と
地
方
の
関
係
に
つ
い
て
お

話
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
関
係
が
い
か

に
登
別
市
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
か
を
心
に
と
め
て
、
読
み
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
登
別
市
の
財
政
に
つ
い
て
、

歳
入
か
ら
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

歳
入
は
、
市
税
を
根
幹
と
し
、
地
方
財

源
保
障
制
度
と
し
て
の
地
方
交
付
税
、
特

定
の
事
業
に
対
し
国
・
道
か
ら
補
助
金
な

ど
と
し
て
交
付
さ
れ
る
国
・
道
支
出
金
、

長
期
の
借
入
金
で
あ
る
市
債
な
ど
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
【
表
１
】
。

　

市
税
に
は
、
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
は
地
方
公
共

団
体
の
歳
入
総
額
の
約
３
分
の
１
を
占
め

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
登
別

市
の
場
合
は
平
成　

年
度
で　

・
６
％
、

15

20

平
成　

年
度
で　

・
４
％
に
と
ど
ま
っ
て

16

23

い
ま
す
。

　

市
税
の
収
入
は
、
景
気
に
大
き
く
左
右

さ
れ
、
近
年
は
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、
登
別
市
も
こ
の
５
年
間
で
約
４
億
５

千
万
円
も
減
少
し
ま
し
た
【
表
２
】
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
市
税
収
納
率
は
、

16

　

・
６
％
で
、
全
道　

市
中　

位
と
な
っ

87

34

26

て
お
り
、
収
入
未
済
金
額
は
６
億
円
を
超

え
て
い
る
た
め
、
市
は
収
納
対
策
推
進
本

部
を
設
置
し
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
全
国
の
地
方
公
共
団

体
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
し
て
、
ど

の
地
域
の
住
民
に
も
合
理
的
で
妥
当
な
水

準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
財
源
を
保
障
す
る
制
度
で
、
地
方
固
有

の
財
源
で
す
。

　

本
来
、
地
方
自
治
の
観
点
か
ら
は
、
行

政
活
動
に
必
要
な
財
源
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
住
民
か
ら
徴
収
し

た
地
方
税
で
賄
う
の
が
理
想
で
す
が
、
地

域
的
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
多
く
の
地

方
公
共
団
体
は
必
要
な
税
収
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
本
来
地
方
の
税

収
入
と
す
べ
き
財
源
を
国
が
代
わ
っ
て
徴

収
し
、
財
政
力
の
弱
い
地
方
公
共
団
体
に

地
方
交
付
税
と
し
て
再
配
分
し
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政

市
の
歳
入
（
収
入
）

◎
市
税

◎
地
方
交
付
税

歳入決算額の推移【表１】

16年度15年度14年度13年度12年度11年度区　　　分
50億7千万円 
（23.4％）

50億9千万円 
（20.6％）

53億2千万円 
（23.7％）

53億2千万円 
（24.3％）

52億5千万円 
（23.7％）

55億2千万円 
（22.5％）市 税

51億8千万円 
（23.9％）

51億9千万円 
（21.0％）

55億6千万円 
（24.7％）

55億9千万円 
（25.5％）

59億円 
（22.6％）

57億4千万円 
（23.3％）地 方 交 付 税

48億5千万円 
（22.4％）

48億4千万円 
（19.5％）

48億7千万円 
（21.7％）

35億円 
（16.0％）

40億3千万円 
（18.2％）

54億4千万円 
（22.1％）国 ・ 道 支 出 金

20億7千万円 
（9.5％）

51億8千万円 
（20.9％）

23億1千万円 
（10.3％）

26億1千万円 
（11.9％）

21億9千万円 
（9.9％）

37億2千万円 
（15.1％）市 債

45億円 
（20.8％）

44億6千万円 
（18.0％）

44億円 
（19.6）

49億円 
（22.3％）

48億円 
（21.6％）

41億8千万円 
（17.0％）そ の 他

216億7千万円 
（100％）

247億6千万円 
（100％）

224億6千万円 
（100％）

219億2千万円 
（100％）

221億7千万円 
（100％）

246億円 
（100％）合 計

※その他には、地方譲与税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入などがあります。
※（　　）は、構成比です。

市税決算額の推移【表２】

16年度15年度14年度13年度12年度11年度区　　　分

13億5千万円14億2千万円14億8千万円15億1千万円15億6千万円16億3千万円個 人 市 民 税

3億1千万円3億円3億2千万円2億9千万円3億5千万円3億4千万円法 人 市 民 税

22億9千万円22億3千万円23億6千万円23億5千万円22億1千万円23億7千万円固 定 資 産 税

4億1千万円4億1千万円4億1千万円4億2千万円4億3千万円4億3千万円市 た ば こ 税

2億1千万円2億3千万円2億3千万円2億3千万円2億2千万円2億4千万円入 湯 税

5億円5億円5億2千万円5億2千万円4億8千万円5億1千万円そ の 他

50億7千万円50億9千万円53億2千万円53億2千万円52億5千万円55億2千万円合 計

※その他には、軽自動車税、特別土地保有税、都市計画税があります。

特集　登別市財政公表
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登
別
市
の
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
、

平
成　

年
度
で　

・
０
％
、
平
成　

年
度

15

21

16

で　

・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

23

　

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税

の
改
革
は
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
で
あ

り
、
税
収
の
少
な
い
登
別
市
に
と
っ
て
は
、

計
画
的
財
政
運
営
が
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
【
表
３
】

◎
市
債

　

市
は
、
市
民
プ
ー
ル
や
葬
斎
場
な
ど
を

建
設
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
り
ま
し
た
。
家
計
と
同
じ
で
大

き
な
施
設
を
造
る
場
合
、
全
額
を
そ
の
年

の
税
金
だ
け
で
賄
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
永
く
利
用

さ
れ
る
の
で
、
現
在
の
市
民
だ
け
で
な
く
、

将
来
利
用
す
る
で
あ
ろ
う
市
民
も
負
担
す

る
と
い
う
意
味
で
も
、
市
債
（
市
の
借

金
）
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

【
表
４
】
は
、
市
債
の
発
行
額
を
表
し

た
も
の
で
す
。
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
た
平
成　

年
度
と
、
市
民
プ
ー
ル

11

『
ら
く
あ
』
や
葬
斎
場
を
建
設
し
た
平
成

　

年
度
の
市
債
発
行
額
が
大
き
く
膨
ら
ん

15で
い
ま
す
。

　

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ

う
。

　

【
６ 
㌻ 
表
５
】
は
、
お
金
が
ど
の
よ
う

な
性
質
の
経
費
に
使
わ
れ
た
の
か
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
３
つ
は
、

義
務
的
経
費
と
呼
ば
れ
、
人
件
費
は
職
員

の
給
与
な
ど
決
ま
っ
て
支
出
し
、
扶
助
費

は
生
活
保
護
費
な
ど
法
令
で
支
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
公
債
費
は

市
の
借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
任
意
に
節

減
で
き
な
い
経
費
で
す
。

　

こ
の
義
務
的
経
費
の
割
合
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
財
政
は
窮
屈
に
な
り

ま
す
。

 　

人
件
費
は
、
職
員
数
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
縮
減
が
進
ん
で
い
ま
す
【
６ 
㌻ 
表

６
】
。

　

職
員
数
は
、
平
成　

年
度
が　

人
で
、

17

513

５
年
間
で　

人
減
り
ま
し
た
。

66

　

し
か
し
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
『
団

19

塊
の
世
代
』
と
い
わ
れ
る
年
齢
層
の
職
員

が
退
職
期
を
迎
え
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
る

退
職
手
当
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
【
７ 
㌻ 
グ
ラ
フ
１
】
の
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
の
推
移
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務

員
の
給
与
水
準
を　

と
し
た
と
き
の
地
方

100

公
務
員
の
給
与
水
準
を
示
し
た
も
の
で
す
。

全
国
的
に
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準
は
低

下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

登
別
市
は
、
平
成　

年
度　

・
１
ま
で

16

94

低
下
し
、
全
道　

市
中　

位
と
低
い
水
準

34

27

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
低
く
な
る

見
込
み
で
す
。

市
の
歳
出
（
支
出
）

◎
人
件
費

市債発行額の推移【表４】

16年度15年度14年度13年度12年度11年度区　　　分

7億7千万円11億3千万円6億2千万円2億7千万円臨時財政対策債

5億円6億5千万円5億9千万円7億6千万円10億円10億4千万円道 路 関 係

4億3千万円15億8千万円7千万円5億1千万円4億1千万円1億6千万円教 育 関 係

0円5億1千万円1億4千万円0円0円19億4千万円一 般 廃 棄 物
処 理 施 設

3億7千万円13億1千万円8億9千万円10億7千万円7億8千万円5億8千万円そ の 他

20億7千万円51億8千万円23億1千万円26億1千万円21億9千万円37億2千万円合 計

地方交付税の推移【表３】

16年度15年度14年度13年度12年度11年度区　　　分

46億7千万円 
（78.5％）

46億3千万円 
（73.3％）

49億5千万円 
（80.1％）

49億8千万円 
（85.0％）

52億6千万円 
（89.2％）

51億3千万円 
（89.4％）普 通 交 付 税

5億1千万円 
（8.6％）

5億6千万円 
（8.8％）

6億1千万円 
（9.9％）

6億1千万円 
（10.4％）

6億4千万円 
（10.8％）

6億1千万円 
（10.6％）特 別 交 付 税

51億8千万円 
（87.1％）

51億9千万円 
（82.1％）

55億6千万円 
（90.0％）

55億9千万円 
（95.4％））

59億円 
（100％）

57億4千万円 
（100％）交 付 税 合 計

7億7千万円 
（12.9％）

11億3千万円 
（17.9％）

6億2千万円 
（10.0％）

2億7千万円 
（4.6％）臨時財政対策債

59億5千万円 
（100％）

63億2千万円 
（100％）

61億8千万円 
（100％）

58億6千万円 
（100％））

59億円 
（100％）

57億4千万円 
（100％）総 合 計

※（　　）内は構成比です。
※臨時財政対策債は、平成13年度から創設されました。

特集　登別市財政公表
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【
グ
ラ
フ
２
】
の
と
お
り
、
生
活
保
護

費
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
福
祉
費
の
扶
助
費
が
急
激
に
増

え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
母
子
家
庭
な
ど

に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
が
、
平
成

　

年
度
の
途
中
か
ら
市
の
業
務
に
移
管
さ

14れ
た
た
め
で
す
。

　

扶
助
費
の
多
く
は
、
国
庫
補
助
負
担
金

と
い
う
特
定
財
源
が
あ
り
ま
す
が
、
例
え

ば
平
成　

年
度
の
生
活
保
護
費
の
う
ち
、

16

特
定
財
源
を
除
い
た
３
億
６
千
万
円
は
一

般
財
源
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

扶
助
費
は
、
多
く
が
法
令
で
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
財
政
が
苦
し
い
か
ら
と
言

っ
て
、
削
減
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

公
債
費
は
、
市
民
プ
ー
ル
な
ど
の
建
設

事
業
の
財
源
と
し
て
借
り
入
れ
た
市
債
な

ど
の
元
利
償
還
金
で
す
。
地
方
交
付
税
措

置
の
あ
る
『
良
質
な
市
債
』
を
借
り
て
い

く
工
夫
が
必
要
で
す
【
グ
ラ
フ
３
】
。

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、
市
民
プ
ー
ル
と

19

葬
斎
場
の
建
設
に
か
か
っ
た
市
債
の
元
金

償
還
が
始
ま
る
た
め
、
公
債
費
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

  【
グ
ラ
フ
４
】
は
、
市
債
の
残
高
の
推
移

を
表
し
た
も
の
で
す
。
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
お
宅
の
家
計
と

同
じ
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
借
金
を
増
や

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

基
金
は
、
市
の
貯
金
に
当
た
り
ま
す
。

　

市
に
は
い
ろ
い
ろ
な
貯
金
が
あ
り
ま
す

が
、
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
が
使
い

道
に
制
限
の
な
い
貯
金
で
す
。
ま
た
、
備

荒
資
金
組
合
納
付
金
も
基
金
と
同
様
の
性

格
を
も
っ
て
い
ま
す
【
グ
ラ
フ
５
】
。

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
で
は
、
厳
し
い

17

財
政
状
況
か
ら
や
む
な
く
財
政
調
整
基
金

５
億
４
千
万
円
を
取
り
崩
し
て
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
財
政
調
整
基
金

が
な
く
な
る
と
、
も
し
も
の
と
き
の
対
応

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
平
成　

年
17

度
の
財
政
運
営
の
な
か
で
何
と
か
取
り
崩

し
額
を
少
な
く
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

◎
扶
助
費

◎
公
債
費

市
債
残
高

基
金
の
状
況

職員数の推移【表６】

14年度13年度12年度年　 度

553人566人579人職 員 数

17年度16年度15年度年　 度

513人531人548人職 員 数

※各年度４月１日現在、特別職・教育長を除く。

歳出決算額（性質別）の推移【表５】

16年度15年度14年度13年度12年度11年度区　　　分

44億6千万円 
（21.1％）

46億円 
（19.0％）

47億円 
（21.7％）

49億9千万円 
（23.5％）

50億8千万円 
（23.7％）

49億円 
（20.3％）人 件 費

36億円 
（17.1％）

34億1千万円 
（14.0％）

30億3千万円 
（14.0％）

29億3千万円 
（13.8％）

27億8千万円 
（13.0％）

30億5千万円 
（12.7％）扶 助 費

29億4千万円 
（13.9％）

28億6千万円 
（11.8％）

27億2千万円 
（12.6％）

23億7千万円 
（11.2％）

22億1千万円 
（10.3％）

21億3千万円 
（8.8％）公 債 費

33億3千万円 
（15.8％）

62億5千万円 
（25.7％）

43億2千万円 
（20.0％）

37億5千万円 
（17.7％）

47億5千万円 
（22.1％）

71億9千万円 
（29.9％）

普 通 建 設 事 業 費
（災害復旧事業費を含む）

31億4千万円 
（14.9％）

31億4千万円 
（12.9％）

31億9千万円 
（14.7％）

31億円 
（14.6％）

31億円 
（14.5％）

27億6千万円 
（11.5％）物 件 費・維 持 補 修 費

7億1千万円 
（3.4％）

7億7千万円 
（3.2％）

5億4千万円 
（2.5％）

7億7千万円 
（3.6％）

6億1千万円 
（2.8％）

7億3千万円 
（3.0％）補 助 費 等

8億3千万円 
（3.9％）

11億5千万円 
（4.7％）

11億9千万円 
（5.5％）

13億7千万円 
（6.5％）

12億1千万円 
（5.6％）

17億2千万円 
（7.1％）積 立 金・貸 付 金 等

20億9千万円 
（9.9％）

21億円 
（8.7％）

19億4千万円 
（9.0％）

19億3千万円 
（9.1％）

17億1千万円 
（8.0％）

16億1千万円 
（6.7％）繰 出 金

211億円 
（100％）

242億8千万円 
（100％）

216億3千万円 
（100％）

212億1千万円 
（100％）

214億5千万円 
（100％）

240億9千万円 
（100％）合 計

特集　登別市財政公表
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・
臨
時
財
政
対
策
債
…
地
方
財
政
の
赤
字

　

補
て
ん
の
た
め
、
各
地
方
公
共
団
体
の

　

判
断
で
借
り
入
れ
る
地
方
債
。
そ
の
元 

　

利
償
還
金
は
、
後
年
度
普
通
交
付
税
に

　

算
入
さ
れ
て
国
か
ら
市
に
交
付
さ
れ
る

　

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
人
件
費
…
職
員
の
給
料
や
手
当
、
議
員

　

や
各
種
委
員
の
報
酬
な
ど
を
い
い
ま
す
。

・
扶
助
費
…
生
活
保
護
法
や
児
童
福
祉
法
、

　

老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、

　

知
的
障
害
者
福
祉
法
な
ど
の
法
令
に
基

　

づ
い
て
支
出
す
る
経
費
で
す
。

・
財
政
調
整
基
金
…
地
方
公
共
団
体
に
お

　

い
て
、
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調

　

整
す
る
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た
基
金

　

で
す
。

・
減
債
基
金
…
公
債
費
の
償
還
を
計
画
的

　

に
行
う
た
め
の
資
金
を
積
み
立
て
る
目

　

的
で
設
け
ら
れ
て
い
る
基
金
で
す
。

・
特
定
目
的
基
金
…
特
定
の
目
的
の
た
め

　

に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
基
金
で
、
お

　

も
い
や
り
基
金
、
観
光
開
発
基
金
、
新

　

図
書
館
建
設
基
金
、
退
職
手
当
積
立
金

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
備
荒
資
金
組
合
納
付
金
…
市
町
村
で
構

　

成
さ
れ
る
組
合
で
、
各
市
町
村
は
、
災

　

害
な
ど
緊
急
の
財
政
支
出
に
備
え
る
た

　

め
に
、
一
定
額
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
備
え
る
た
め
納
付
す
る
普
通

　

納
付
金
と
使
途
が
自
由
な
超
過
納
付
金

　

が
あ
り
ま
す
。

ラスパイレス指数の推移【グラフ１】

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

11 12 13 14 15 16　年度 

全国平均 

室蘭市 伊達市 

登別市 

97.9

95.8

94.1
95.295.295.2

扶助費の推移【グラフ２】

11 12 13 14 15 16
0

5

10

15

20

25

30

35

40

年度 

億円 

16.5 16.9 17.7 17.5 19.1 19.3

1.7 2.3
2.5 3.5

6.5

5.3

6.0

1.0

1.0
1.0

1.0

1.0

1.2

6.2
6.7

6.8

6.9
7.5

1.4
1.4

1.5

1.5
1.5 
 

5.6

合計 
30.5 合計 

27.8
合計 
29.3

合計 
30.3

合計 
34.1

合計 
36.0

公債費の推移【グラフ３】

0

5

10

15

20

25

30

11 12 13 14 15 16　年度

12.8 13.6 15.5
19.4

21.3 22.3

8.5 8.5
8.2

7.8
7.3 7.1

 

 

億円 

合計 
21.3 
 

合計 
22.1

合計 
23.7

合計合計 
28.6 28.6 
 

合計 
28.6 
 

合計合計 
29.4 29.4 
 

合計 
29.4 
 

合計 
27.2

市債残高の推移【グラフ４】

100

150

200

250

300

350

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

148.4 156.0
168.2

192.5

241.9
265.0

273.4 283.9
287.7

318.1 316.6

116.4
127.7 129.6

146.0 139.6

億円 

年度 

基金残高の推移【グラフ５】

0

5

10

15

20

25

30

35

40

5.1 5.4 7.8 7.8 7.8
5.1

8.2 5.6 4.9
4.3 5.6 3.5

15.2
17.417.918.820.9

21.0

1.1
1.1

3.1 3.2
5.4

5.3

11 12 13 14 15 16　年度 

億円 
合計合計 
35.435.4
合計 
35.4 合計 

32.7
合計 
32.2

合計 
33.2

合計合計 
36.136.1
合計 
36.1

合計合計 
31.931.9
合計 
31.9

　　　　元金　　　利子

　　　　　市債務残高（元金のみ）　　　
　　　　　うち交付税算入見込額

　　　　財政調整基金　　　減債基金　　　特定目的基金
　　　　備荒資金組合納付金

　　　　　生活保護費　　　児童福祉費　　　老人福祉費
　　　　　社会福祉費　　　その他

特集　登別市財政公表
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『
右
肩
上
が
り
の
経
済
』
は
終
え
ん
し
、

少
子
・
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
や
が
て
人

口
も
減
少
へ
と
向
か
い
ま
す
。
量
的
な
拡

大
を
求
め
た
こ
れ
ま
で
の
発
想
と
認
識
で

は
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
財
政
は
持
続

し
て
行
く
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
財
政
は
、
決
し

て
豊
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
三
位
一

体
の
改
革
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
税
源
が
乏
し
く
、
地
方
交
付
税
に
多

く
を
依
存
す
る
ま
ち
に
あ
っ
て
は
、
改
革

が
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
と
進
む
の
か

に
よ
っ
て
、
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾

け
、
知
恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
財
政
の

健
全
化
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

・
事
務
事
業
の
見
直
し
…
単
独
事
業
の
見

　

直
し
、
補
助
金
の
削
減
、
民
間
委
託
の

　

推
進
、
行
政
運
営
の
効
率
化
の
推
進

・
人
件
費
の
削
減
…
人
員
の
削
減
、
給
与

　

水
準
の
見
直
し
（
平
成　

年　

月
か
ら

16

10

　

３
年
間
）

・
市
税
収
納
率
の
向
上

・
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
受
益
者
負
担
の

　

適
正
化

・
遊
休
不
動
産
の
売
却

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

今
後
の
主
な

　
　
　

取
り
組
み

市の財政に関する問い合わせは

財政グループ
�○８５ １３３１�○８５ １１０８
Ｅメール：fin@city.noboribetsu.

hokkaido.jp 

歳　　出歳　　入

現行予算額補　正　額当初予算額会　　計　　名
執行率
（％）支出済額収入率

（％）収入済額

38.5%76億2,350万円46.3%91億6,385万円197億7,651万円1億2,451万円196億5,200万円一 般 会 計

40.2%23億8,204万円37.6%22億2,504万円59億2,310万円59億2,310万円国 民 健 康 保 険

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

39.8%1億3,600万円20.1%6,843万円3億4,130万円3億4,130万円学 校 給 食 事 業

41.4%12億327万円15.3%4億4,599万円29億630万円1億2,240万円27億8,390万円公 共 下 水 道 事 業

43.5%28億6,120万円40.7%26億7,895万円65億8,312万円4,752万円65億3,560万円老 人 保 健

13.3%665万円7.2%357万円4,980万円4,980万円簡 易 水 道 事 業

36.2%10億2,593万円37.9%10億7,314万円29億3,287万円6,527万円27億6,760万円保 険 事 業 勘 定介
護
保
険 0.0%1.8%1万円50万円50万円介護サービス事業勘定

39.7%152億3,858万円40.8%156億5,900万円384億1,350万円3億5,970万円380億5,380万円合　　　　　　　　計

平成１７年度各会計予算執行状況（平成１７年９月３０日現在）

特集　登別市財政公表
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水
道
事
業
会
計
は
、
収
益
的
収
支
と
資

本
的
収
支
の
２
つ
に
分
け
て
予
算
措
置
し

て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
皆
さ
ん
が
納
付
す
る

水
道
料
金
な
ど
を
財
源
に
、
浄
水
場
の
維

持
管
理
な
ど
を
行
う
経
費
で
、
資
本
的
収

支
は
、
国
な
ど
か
ら
の
借
入
金
（
企
業
債

な
ど
を
財
源
に
、
給
水
管
や
水
道
メ
ー
タ

ー
の
更
新
な
ど
を
行
う
経
費
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成　

年
度
（
平
成　

年

16

16

４
月
〜
平
成　

年
３
月
）
の
決
算
状
況
を

17

見
て
み
ま
し
ょ
う
【
表
１
】
。

　

収
益
的
収
支
の
収
入
は
、
水
道
料
金
が

　

・
１
％
を
占
め
、
新
築
時
に
お
け
る
給

92

水
設
備
の
新
設
負
担
金
や
下
水
道
使
用
料

の
徴
収
受
託
料
な
ど
合
計
で
９
億
３
千　
500

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
支
出
は
、
室
蘭
市
か
ら
の
水
の

購
入
費
（
受
水
費
）
が　

・
０
％
、
人
件

17

費
が　

・
５
％
、
国
な
ど
か
ら
の
借
入
金

16

に
対
す
る
支
払
利
息
が　

・
６
％
、
浄
水

19

場
や
配
水
管
な
ど
の
維
持
管
理
費
（
動
力

費
、
委
託
料
、
修
繕
費
、
そ
の
他
経
費
）

な
ど
合
計
で
８
億
７
千　

万
円
と
な
り
ま

100

し
た
。

　

こ
の
結
果
、
収
入
が
支
出
を
６
千　

万
400

円
上
回
り
、
平
成　

年
度
以
降
４
年
連
続

13

の
黒
字
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
資
本
的
収
支
で
す
が
、
収
入
は
、

国
な
ど
か
ら
の
借
入
金
（
企
業
債
）
が　
98

１
％
、
工
事
負
担
金
が
１
・
９
％
で
２
億

６
千　

万
円
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

700

　

支
出
は
、
配
水
管
な
ど
の
整
備
に
係
る

工
事
費
が　

・
６
％
、
国
な
ど
か
ら
の
借

49

入
金
の
償
還
金
（
企
業
債
償
還
金
）
が　
２５

９
％
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
購
入
（
量
水
器

購
入
費
）
が
７
・
６
％
な
ど
合
計
で
６
億

１
千　

万
円
の
支
出
と
な
り
ま
し
た
。

700

　

こ
の
結
果
、
３
億
５
千
万
円
の
財
源
不

足
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
収
益
的
収

支
の
支
出
の
う
ち
現
金
の
支
出
を
必
要
と

し
な
い
減
価
償
却
費
な
ど
（
損
益
勘
定
留

保
資
金
）
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
の
決
算
状
況

１６

支　　　　　出収　　　　　入

構成比％金　　　額科　　　目構成率％金　　　額科　　　目

17.0%1億4,800万円受 水 費92.1%8億6,100万円水 道 料 金

16.5%1億4,400万円人 件 費3.4%3,200万円受 託 工 事 収 益

19.6%1億7,100万円支 払 利 息3.5%3,300万円そ の 他 営業収益

32.3%2億8,100万円減 価 償 却 費1.0%900万円営 業 外 収 益

2.3%2,000万円資 産 減 耗 費

1.6%1,400万円動 力 費

1.6%1,400万円委 託 料

3.1%2,700万円修 繕 費

6.0%5,200万円そ の 他 経 費

100%8億7,100万円計100%9億3,500万円計

支　　　　　出収　　　　　入

構成比％金　　　額科　　　目構成比％金　　　額科　　　目

49.6%3億600万円工 事 費98.1%2億6,200万円企 業 債

25.9%1億6,000万円企 業 債 償 還 金1.9%500万円工 事 負 担 金

5.3%3,300万円人 件 費

7.6%4,700万円量 水 器 購 入 費

1.5%900万円修 繕 費

9.1%5,600万円委 託 料

1.0%600万円そ の 他 経 費

100%6億1,700万円計100%2億6,700万円計

平成１６年度決算の状況【表１】
１．収益的収支

２．資本的収支

）

・

・
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企
業
債
は
、
家
庭
で
い
う
借
金
に
当
た

り
ま
す
。

　

市
は
、
皆
さ
ん
に
水
道
水
を
安
定
的
に

お
届
け
す
る
た
め
、
管
路
の
整
備
や
耐
震

化
な
ど
の
建
設
投
資
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
投
資
に
は
多
額
の
資
金
を

必
要
と
す
る
た
め
、
そ
の
財
源
と
し
て
企

業
債
を
借
り
入
れ
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
２
億
６
千　

万
円
の

16

200

企
業
債
を
借
り
入
れ
し
、
今
ま
で
に
借
り

入
れ
し
た
企
業
債
の
う
ち
元
金
と
利
子
の

合
計
で
約
３
億
３
千　

万
円
を
返
済
し
ま

100

し
た
【
グ
ラ
フ
１
】
。

企
業
債
の
状
況

減
価
償
却
費
と

企
業
債
償
還
元
金
の
バ
ラ
ン
ス

　

企
業
債
償
還
元
金
が
、
減
価
償
却
費
よ

り
も
多
く
な
る
と
、
償
還
す
る
資
金
の
調

達
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
財
政
の
安
定
度
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
市
の
場
合
、
こ
の
比
率
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
企
業
債
発
行
を

抑
え
、
安
定
し
た
経
営
を
行
え
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
【
グ
ラ
フ
２
】
。

　

炊
事
や
洗
濯
、
入
浴
な
ど
わ
た
し
た
ち

支　　　　　出収　　　　　入

執行率％支出済額予　算　額科　　　目執行率％収入済額予　算　額科　　　目

41.7%7,500万円1億8,000万円受 水 費48.8%4億3,900万円9億円水 道 料 金

46.6%5,500万円1億1,800万円人 件 費35.3%1,200万円3,400万円受託工事収益

48.9%8,500万円1億7,400万円支 払 利 息32.1%900万円2,800万円その他営業収益

0.0%0円2億7,600万円減価償却費

0.0%0円2,300万円資産減耗費

26.6%4,500万円1億6,900万円その他経費

27.5％2億6,000万円9億4,000万円計47.8%4億6,000万円9億6,200万円計

支　　　　　出収　　　　　入

執行率％支出済額予　算　額科　　　目執行率％収入済額予　算　額科　　　目

11.3%2,800万円2億4,800万円工 事 費0.0%0円1億5,000万円企 業 債

49.2%8,900万円1億8,100万円企業債償還金20.0%80万円400万円工事負担金

48.5%1,600万円3,300万円人 件 費

80.8%4,200万円5,200万円量水器購入費

55.6%500万円900万円修 繕 費

0.0%0円1,700万円委 託 料

42.1%800万円1,900万円その他経費

33.6%1億8,800万円5億5,900万円計0.5%80万円1億5,400万円計

平成１７年度予算執行状況【表２】
１．収益的収支

２．資本的収支

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
75.5億円 72.9億円 70.0億円 69.4億円 75.4億円 

利子 
18.1 
億円 

利子 
18.8 
億円 

利子 
19.3 
億円 

利子 
20.8 
億円 

利子 
20.0 
億円 

元金 
57.6 
億円 

元金 
56.6 
億円 

元金 
53.6 
億円 

元金 
50.0 
億円 

元金 
48.6 
億円 

13 14 15 16　年度 

億円 

12

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
は
、
ど
の
ぐ
ら

い
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

平
成　

年
度
末
の
市
内
の
人
口
５
万
４

16

千　

人
に
対
し
、
給
水
人
口
が
５
万
２
千

10

　

人
で
約　

％
（
水
道
普
及
率
）
の
方
が

951

98

水
道
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

給
水
戸
数
は
、
家
事
用
、
家
事
用
以
外
、

公
衆
浴
場
用
、
臨
時
用
の
４
つ
の
用
途
に

分
類
し
、
家
事
用
で
は
、
給
水
戸
数
が
２

万
戸
を
超
え
、
約　

万
立
方
㍍ 
の
水
を
供

350

給
し
ま
し
た
。

　

家
事
用
以
外
で
は
、
給
水
戸
数
に
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
給
水
量
が
平
成　

年
12

度
と
比
べ
、
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

臨
時
用
は
、
道
路
な
ど
の
工
事
に
使
用

さ
れ
た
も
の
で
す
。

給
水
量
と
給
水
戸
数
の
状
況

企業債残高の推移【グラフ１】

企業債償還元金対減価償却費比率の推移【グラフ２】

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0
億円 

12 13 14 15 16 年度 

50

40

30

20

10

0

60

0.7
0.9

1.1

1.3
1.62.2

2.4
2.5

2.8

2.633.2

36.6
42.2

52.0
56.9

％ 

　　　　企業債償還元金　　　減価償却費　　　比率　
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平
成　

年
度
の
決
算
状
況

１６

平
成　

年
度
の
予
算
執
行
状
況

１７

　

平
成　

年
度
の
予
算
の
執
行
状
況
は
、

17

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
で
、
収
益
的

収
支
の
収
入
で
は
、
水
道
料
金
が
前
年
度

と
同
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
執
行
率
は　
47

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
支
出
は
、

減
価
償
却
費
や
支
払
利
息
な
ど
が
年
度
末

に
経
理
を
行
う
た
め
、
執
行
率
は　

・
５

27

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
は
、
予

算
の
約　

％
が
国
な
ど
か
ら
の
借
入
金
で
、

９８

そ
の
資
金
は
年
度
末
に
交
付
さ
れ
る
た
め
、

工
事
に
か
か
る
負
担
金
の
み
の
収
入
で
執

行
率
は
０
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
支
出
は
、
配
水
管
の
整
備
事
業
や
水

道
メ
ー
タ
ー
の
購
入
、
借
入
金
の
償
還
な

ど
で
執
行
率
は　

・
６
％
と
な
っ
て
い
ま

33

す
【
表
２
】
。

　

転
入
や
転
出
、
転
居
な
ど
に
よ
り
、
水

道
の
使
用
を
開
始
す
る
場
合
や
停
止
す
る

場
合
は
、
必
ず
水
道
グ
ル
ー
プ
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
長
期
間
家
を
空
け
る
場
合
な
ど
、

一
時
的
に
水
を
使
用
し
な
い
場
合
に
つ
い

て
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
納
入
通
知
書
に
よ
る
納
入

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
２
カ
月
に
一

度
行
っ
て
い
ま
す
。
検
針
月
の
翌
月　

日
15

過
ぎ
に
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
、
水
道

グ
ル
ー
プ
、
各
支
所
の
窓
口
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
に
よ
る
納
入

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
２
カ
月
に
一

度
行
っ
て
い
ま
す
。
検
針
月
の
翌
月　

日
23

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

に
指
定
の
口
座
か
ら
振
り
替
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、　

日
に
振
り
替
え
に
な
ら
な
か

23

っ
た
場
合
は
、
翌
月
の
５
日
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
再
振
り
替

え
（
郵
便
局
を
除
く
）
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
口
座
振
替
の
申
込
方
法

　

『
水
道
・
下
水
道
使
用
水
量
・
料
金
の

お
知
ら
せ
』
ま
た
は
『
納
入
通
知
書
』
と

預
金
通
帳
、
金
融
機
関
お
届
け
印
を
お
持

ち
に
な
り
、
金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
用
紙
は
金
融
機
関
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水
道
グ
ル
ー
プ
の
窓

口
で
も
お
取
り
次
ぎ
し
ま
す
。

水
道
料
金
の
納
入
方
法

水
道
の
使
用
開
始
と

　

停
止
な
ど
の
手
続
き

問い合わせ

水道グループ
�○８５ ５５０１�○８５ ５８０５

Ｅメール：gyoumu@city.
　　　　　noboribetsu.hokkaido.jp

給水を停止する場合
　給水停止は、納入通知書の納入期限を過ぎ
てもお支払いいただけないお客様に対し、数
回にわたる料金支払いのお願いを行ったにも
かかわらず、お支払いがない場合、やむを得
ず給水停止を行うものです。
　給水停止は、水道法第52条第３項と登別市
水道事業条例第40条の規定に基づき行います。

　

　　登別温泉バイパス工事に伴う配水管の
　移設工事（事業費1,５００万円）

　　老朽化の著しい美園ポンプ場を新たな
　場所に建設（事業費４,０００万円）

　　登別温泉浄水場全面外壁補修工事（事
　業費３,５００万円）

・

平成１７年度の主な事業
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〜
学
科
紹
介
〜

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

数
多
く
育
成
し
て
き
た
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
公
務
員
系
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
系
、
建
設
系
、
医
療
系
と
多
彩
な
学

科
（　

㌻
『
学
科
紹
介
』
を
ご
覧
く
だ
さ

１３

い
）
を
そ
ろ
え
る
学
校
で
、　

世
紀
を
担

２１

う
若
者
た
ち
が
、
未
来
の
た
め
に
興
味
あ

る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

〜
大
学
３
年
次
編
入
制
度
〜

　

平
成　

年
度
に
学
校
教
育
法
の
一
部
が

１２

改
正
さ
れ
、
専
門
学
校
か
ら
大
学
３
年
次

に
編
入
で
き
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
か
ら
は
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
東
京
工
科
大
学

（
姉
妹
校
）
や
室
蘭
工
業
大
学
な
ど
に
、

こ
れ
ま
で　

人
が
編
入
し
て
い
ま
す
。

23

　

今
年
度
も
６
人
の
学
生
が
３
年
次
編
入

試
験
に
合
格
。
室
蘭
工
業
大
学
に
は
、
７

年
連
続
で
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
で
は
、

学
生
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
１
年
次
か
ら
２
年
次
に
か
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
就
職
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

１
年
次
後
期
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、

学
校
が
独
自
に
製
作
し
て
い
る
『
就
職
の

手
引
き
』
を
配
布
。
こ
の
冊
子
を
も
と
に

企
業
訪
問
の
仕
方
や
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
の
受
け
方
な
ど
就
職
活
動
に
必
要
な

基
礎
知
識
を
身
に
付
け
ま
す
。
そ
の
後
、

入
社
試
験
や
面
接
に
慣
れ
る
た
め
、
就
職

模
擬
試
験
や
模
擬
面
接
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
業
の
方
を
招
い
た
就
職
セ

ミ
ナ
ー
や
学
内
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
合

同
企
業
説
明
会
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、

学
生
の
就
職
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、

内
定
を
獲
得
す
る

ま
で
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

日本工学院北海道専門学校
〒０５９－８６０１　登別市札内町１８４－３
�○８８ ０８８８・�○８８ ０９００
ホームページアドレス
http://www.neec.ac.jp/

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
で
は
、

医
療
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
と
電
子
カ

ル
テ
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成　

年
４
月

17

に
医
療
事
務
コ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

今
、
医
療
の
現
場
で
は
、
レ
セ
プ
ト

（
診
療
報
酬
明
細
書
）
事
務
の
知
識
は
も

と
よ
り
、
患
者
さ
ん
の
個
人
デ
ー
タ
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
管
理
し
て
い
る
た
め
、
医

療
事
務
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、
幅
広

い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
知
識
や
技
術
を
持
っ

た
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
で
は
、

長
年
の
情
報
処
理
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、
医
療
現
場
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に

対
応
で
き
る
技
術
者
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
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日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
紹
介

▲学内で開催された
　企業説明会
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コンピュータゲーム
コース／コンピュー
タグラフィックスコ
ース／デジタルデザ

インコース／アニメーションコース
　実習中心のカリキュラムで、業界
で活躍できる高度なテクニックと感
性を兼ね備えたクリエーターを目指
します。

�������
　最新の整備機器と
豊富な教材車両を使
い、ハイテク化が進
む自動車技術を身に

付けます。二級自動車整備士の資格
取得を目標に、ハイレベルなメカニ
ックを目指します。 ������

　地図に残る大きな
仕事を手がける土木
のプロを育成。卒業
生は、公務員をはじ

め、土木施工管理技士や設計コンサ
ルタントとして工事に携わるなど、
進路は多彩です。

������
情報システムコース
／パソコンビジネス
コース／医療事務コ
ース
　プログラム制作やシステム設計が
できる高度な技術と知識の習得、ビ
ジネスの現場で役立つパソコン操作
と幅広い知識の徹底的な習得、電子
カルテに対応できる知識などの習得
を目指します。

�����
　公務員を目指す学
科。徹底して公務員
合格を的に絞った内
容で、試験には１年

目からチャレンジ可能。合格した場
合は、３月で終了し、公務員として
就職することができます。

������
　目指すは、電気に
関する専門知識とコ
ンピュータ社会にも
対応できる確かな技
術を持ったハイテク時代対応のスペ
シャリスト。将来は電気を取り扱う
あらゆる場所が活躍の舞台。

��������	

　創造性と人間性の
両方を兼ね備えたエ
ンジニアを育成。ソ
ーラーカーやロボッ

ト、福祉機器など、多彩な分野に優
れたテクノロジーを発信しませんか。

�����
建築デザインコース
／建築テクニカルコ
ース
　建築に関する基礎

知識を身に付け、さらにインテリア
やエクステリアなどで優れたデザイ
ンセンスも発揮できる建築士や建築
施工管理技士を目指します。

�����
　国家試験の合格を
目指し、東洋医学の
手技と西洋医学の解
剖学や生理学などを
重点的に学びます。開業や幅広い職
業にも適応できる確かな実力者を育
成します。

������
　人体の構造を西洋
医学から、治療の枠
組みと理論、技術は
伝統医療から習得。

国家試験合格を目標に、スポーツや
リハビリテーションなど、社会のさ
まざまなニーズに対応できる能力を
養成します。

������

室蘭工業大学 
情報工学科３
年に編入が決定

 木  田 　 諭 さん
き だ さとし

（情報処理科：東京都
　新宿山吹高校卒業）

　「何で東京からここの学校を選んだの
とよく聞かれます。北海道には親せきも
多く、何度か来ていましたが、一度住ん
でみたいと思っていました。東京の工学
院を見学した際に北海道校のことを知り、
片柳学園が運営している学校なので不安
もなく入学を決めました。
　日本工学院では、自分の興味のあるこ
とをしっかりと学べ、今までの人生の中
で一番勉強したと思います。その成果も
あってか、基本情報技術者の資格など５
つの資格を取得しました。
　大学へ編入後は、ここで学んだ技術や
知識を生かし、さらに学びたいです。

自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
び
、

た
く
さ
ん
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た

第２４回工学院祭
実行委員長を務
めた

 寺  島  亜  矢  子 さん
てら しま あ や こ

（マルチメディア科：
　美幌高校卒業）

　何かやりがいのある事をしたいと思い、
今年の学院祭で実行委員長を務めました。
学院祭は大成功で、学生からは「楽しか
ったよ」と声を掛けられ、今までの学院
生活の中で一番の思い出になりました。
　日本工学院を選んだのは、体験入学の
際に施設などが素晴らしかったことや不
安に思っていたことなどに親切に答えて
くれたこと、また、寮費が安く親の負担
も少なくすむことから入学を決めました。
　卒業後は、学院に補助教員として残り
ます。先生に聞きづらいことなどを友だ
ち感覚で生徒に教えてあげられるような
存在になりたいです。

素
晴
ら
し
い
施
設
・
設
備
で
、

最
新
の
技
術
を
学
び
ま
し
た

」
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　10月30日�、市内のホテルで、シンポジウム『地域
資源とおもてなしの心～一人一人がコンシェルジュマ
インドを～』（登別市・白老町広域雇用創出クラスタ
ー担い手育成事業推進協議会主催）が開かれました。
　このシンポジウムは、地域の観光資源を見つめ直す
とともに、観光客のもてなし方を考えてもらおうと行
われたもので、約80人が参加しました。
　最初に、札幌市内のホテルでコンシェルジュとして
活躍する 岡  西  昭  子 さんが『コンシェルジュの表舞台と

おか にし あき こ

���������	
� ～生涯学習フェスティバル～

～鉱山流里山づくり森林整備ボラン　
　　ティア『ヂカタビレンジャー』～���������	
��
�

　11月３日�、鉱山町で、鉱山流里山づくり森林整備ボ
ランティア『ヂカタビレンジャー』の初活動が行われ、
25人の市民が参加しました。
　この活動は、ふぉれすと鉱山が進める『鉱山流里山づ
くりプロジェクト』の一環で、100年先の森づくりを目
指し、市民の手で鉱山町に誰もが持続的に楽しめる森を
育てていくことを目的に行われるものです。
　この日は、来春、ふぉれすと鉱山周辺で行う植樹に必
要な苗木を選ぶ作業。地下足袋や長靴を履いた参加者は、
カエデやミズナラなど、人間の手が加えられていない高
さ30㌢ ほどの木に、目印となるピンク色のリボンを巻き
つけるなどの作業に汗を流していました。

▲パネルディスカッション
　『地域資源とおもてなし』

舞台裏』と題して講演。岡西さんは「コンシェルジュは、ガイドであり、コー
ディネーター、アドバイザーでもあります。困っているお客さんを助けられる
のはコンシェルジュ。助けてあげたい、何かしてあげたいと思うのが『一人一
人がコンシェルジュマインドを』ではないかと思います」と話していました。
　続いて、日本観光旅館連盟副会長の 澤  功 さんが『地域ぐるみのおもてなし～

さわ いさお

外国人のお客様対応を通して～』と題して講演。澤さんは「外国人観光客は、
まちぐるみで受け入れることが大切。外国語が話せなくても、単語だけでもコ
ミュニケーションが取れます。ちょっとした親切やふれあいも大事です」と述
べ、参加者はメモを取りながら熱心に耳を傾けていました。
　この後、登別温泉町の飲食店主・ 飯  島  武 さん、白老町アイヌ民族博物館の 山 

いい じま たけし やま

 丸  郁  夫 さん、岡西さん、澤さんの４人が『地域資源とおもてなし』をテーマに
まる いく お

パネルディスカッションを行い、それぞれの考えを発表・討論していました。

　10月22日�、市民会館で『生涯学習フェスティバル』が開かれ、
約600人の市民が参加しました。
　この催しは、市内の生涯学習団体などが集い、日ごろの活動の
紹介や成果を発表するもので、２年ごとに行われています。
　フェスティバルは、登別出身の三味線奏者・ 白  田  路  明 さんによ

しら た みち あき

る演奏で開幕。ステージでは、太鼓や郷土芸能、よさこいソーラ
ン、ときめき大学の学生によるハーモニカの演奏とフラダンスが
披露され、会場に詰め掛けた市民から盛大な拍手が送られていま
した。
　このほか、学び体験コーナーでは、魚拓や陶芸、竹とんぼ作り
などが行われ、参加者は学ぶ楽しさを体験していました。
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～地域資源とおもてなしの心
　『一人一人がコンシェルジュマインドを』～ドを』～

▲ときめき大学の学生によるハーモニカ演奏
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～第１回図書館まつり～

～第１７回東京登別げんきかい　
　総会・懇親会・情報交換会～

　11月13日�、市立図書館で『第１回図書館まつり』（図
書館まつり実行委員会主催）が開かれました。
　この催しは、図書館の魅力を多くの市民にもっと知って
もらおうと、登別の図書館を考える会や読み聞かせサーク
ル、ＮＰＯ法人登別自然活動支援組織モモンガくらぶなど
が協力し、初めて開催されたものです。
　会場では、 池  谷  陽  子 さん（絵本作家）の布の原画や『の

いけ のや よう こ

ぼりべつの図書館を考える会』の活動紹介の展示のほか、
好きな本の名前を書いてつるす『私の好きな本の木』作り、
手づくり紙芝居、手話劇、 富  樫  利  一 さん（郷土史家）によ

と がし とし かず

る『 知  里  幸  恵 の背景を探る』の講演などが行われ、家族連
ち り ゆき え

れや子どもたちで一日中にぎわいました。

　11月12日�、東京・羽田空港第１旅客ターミナルビ
ル内で『第17回東京登別げんきかい総会・懇親会・情
報交換会』が開かれ、約120人の会員が出席しました。
　同会は、首都圏在住の登別出身者や登別にゆかりの
ある皆さんにより、平成元年に設立されたもので、今
年で17年目を迎えました。
　情報交換会では、登別出身で元東京高等裁判所判事
の 岩  佐  善  巳 さんの瑞宝重光章受章を記念して、遺言や

いわ さ よし み

成年後見制度についての講演が行われました。
　また、総会・懇親会では、上野市長が登別の近況を
報告したほか、登別で水揚げされた毛ガニやサケ、ホ
ッキ貝などを材料にした料理が振る舞われ、出席者は、
ふるさとの味に舌鼓を打ちながら、登別の思い出話に
花を咲かせていました。
　最後は、毎年恒例の『鬼踊り』と『大抽選会』で懇
親会を締めくくりました。
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　10月25日�から11月24日�まで、市内10会場
で『平成17年度地区懇談会』が開かれました。
　この懇談会は、市が施策や計画などを情報提
供するとともに、住環境の改善や地域の活性化、
地域が抱える課題などについて、各地区連合町
内会から提出されたテーマをもとに、役員の皆
さんと市長以下市の幹部職員が懇談を行うもの
で、毎年この時期に開催されています。
　今年は、来年の全戸配布を目指して、現在、
作成が進められているハザードマップについて、
市から情報提供が行われた後、各地区連合町内
会から提出された防災対策や川の管理、公共施
設の跡地利用、漁港の整備など合計30件のテー
マの解決に向けて、各地区連合町内会と市が意
見交換をしました。
　参加した市民は、より良いまちづくりに向け
て、活発な議論を展開していました。

～平成17年度地区懇談会～
��������������������������������������������������������������������������������										
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▲10月26日（水）、婦人センターで開かれた地区懇談会
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市
民
リ
ポ
ー
ト
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久　慈　　嵩
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防犯に対する取り組み

車上ねらいや詐欺、
空き巣などの犯罪が、
わたしたちの生活を　

脅かしています。
地域の安全は地域で守ろう　

という考えで、
独自の防犯対策に取り組んでいる　

町内会などを訪問し、
その取り組みなどに　

ついてリポートしました。
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「
平
成　

年　

月
、
緑
陽
中
学
校
の

15

10

学
校
区
で
不
審
者
の
出
没
が
続
出
し
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
で
守
ろ

う
と
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
、
若
葉
町
内
会
（　

世
帯
）
の
会

210

長
・ 
松  
山  
惇 
さ
ん
。

ま
つ 
や
ま 
ま
こ
と

　

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
月
１
回
、
町

内
会
の
会
員
で
、
街
灯
の
明
か
り
が
届

か
な
い
暗
が
り
な
ど
を
重
点
的
に
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
新
生
交
番
の
指
導
を
受
け
、

夜
光
チ
ョ
ッ
キ
や
赤
色
ス
タ
ー
棒
な
ど

も
お
借
り
し
ま
し
た
。
時
間
の
調
整
が

つ
く
と
交
番
の
方
も
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参

加
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
街
灯
を
町

内
の
す
べ
て
の
道
路
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
明
る
く
て
い
い
ん
で
す
が
、

そ
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
交
番
の
方
か
ら
不
審
者
を
寄
せ
付

け
な
い
た
め
に
、
住
宅
の
門
灯
の
点
灯

を
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、
明
る
い
ま
ち

に
し
て
は
、
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

町
内
会
の
回
覧
で
協
力
を
要
請
し
た
と

こ
ろ
、
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
松
山

さ
ん
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
で
き
な
い
方
も

門
灯
を
つ
け
る
こ
と
で
協
力
し
て
お
り
、

地
域
全
体
の
防
犯
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

「
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
と
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
か
ら
は
、
『
枕
を

高
く
し
て
眠
れ
ま
す
』
と
喜
ば
れ
た
り
、

緑
陽
中
学
校
の
生
徒
と
す
れ
違
う
と

『
こ
ん
ば
ん
は
、
ご
苦
労
さ
ま
で
す
』

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
声

を
掛
け
ら
れ
る
の
は
す
ご
く
う
れ
し
い

で
す
ね
。
以
前
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
の

ぞ
き
を
発
見
し
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す

よ
。
犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
青
少
年
補
導
員
を
務
め
て
い
る
関

地
域
の
安
全
は

自
分
た
ち
で

●くじ　たかし
若草町在住。
室蘭市出身。元会社員。
現在、登別市シルバー
人材センターの広報編
集委員を務めているほ
か、観光ボランティア
ガイドを務める。

さ
ん

▲夜間パトロールを行う若葉町内会の皆さん

�����
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子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
る
た
め
に
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係
で
、
警
察
か
ら
『
不
審
者
が
多
発
し

て
い
ま
す
』
と
の
連
絡
が
あ
り
、
と
に

か
く
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
ら
な
け

れ
ば
と
思
っ
た
の
が
こ
の
取
り
組
み
を

始
め
る
き
っ
か
け
で
し
た
」
と
話
す
の

は
美
園
・
若
草
地
区
連
合
町
内
会
事
務

局
長
の 
木  
村  
三  
郎 
さ
ん
。

き 

む
ら 
さ
ぶ 
ろ
う

い
で
す
ね
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

ご
苦
労
さ
ま
で
す
、
と
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
を
掛
け
ら
れ
、
や
り
が
い
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
全
市
的

に
広
が
る
と
、
犯
罪
の
抑
止
力
に
も
な

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

「
犯
罪
は
、
警
察
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
か
な
か
減
少
し
ま
せ
ん
。
警
察

の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
か
ら
の
情

報
提
供
が
あ
っ
て
初
め
て
効
果
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
が
で
き
ま
す
。
地
域
規
模
の

防
犯
に
対
す
る
取
り
組
み
は
犯
罪
を
少

な
く
し
、
犯
罪
の
抑
止
力
に
も
な
り
ま

す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
す
る
た
め
、
わ
た
し
た
ち
警
察
も
パ

ト
カ
ー
や
制
服
を
着
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
、　

時
間
体
制
で
警
戒
し
て
い
ま

24

す
。
小
さ
な
情
報
か
ら
大
き
な
事
件
解

決
の
糸
口
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
何
か
あ
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

と
話
す
佐
藤
さ
ん
は
、
「
自
分
だ
け
は

被
害
に
遭
わ
な
い
だ
ろ
う
。
う
ち
だ
け

は
泥
棒
に
入
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
ち
ょ

っ
と
の
外
出
だ
か
ら
鍵
を
掛
け
な
く
て

も
大
丈
夫
だ
ろ
う
。
な
ど
の
『
だ
ろ

う
』
と
い
う
考
え
や
思
い
込
み
が
被
害

を
も
た
ら
す
原
因
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
犯
罪
は
、
自
己
で
防
止
す
る
考
え

が
な
け
れ
ば
防
げ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

犯
罪
を
助
長
す
る
行
為
を
一
つ
で
も
な

く
す
こ
と
が
犯
罪
防
止
に
つ
な
が
り
ま

す
」
と
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
が
重
要

　

一
連
の
防
犯
に
対
す
る
取
り
組
み
の

取
材
を
終
え
、
登
別
交
番
の
佐
藤
さ
ん

も
言
わ
れ
て
ま
し
た
が
、
『
水
と
安
全

は
タ
ダ
』
と
言
わ
れ
て
き
た
時
代
は
終

わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
に
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
高

く
持
ち
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組

み
や
犯
罪
を
行
い
や
す
い
環
境
を
つ
く

ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
個
人
が
で
き
る
防
犯
対
策
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
に
よ

る
声
掛
け
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
発
化
さ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
で
対

策
を
取
る
こ
と
の
重
要
性
が
分
か
り
ま

し
た
。
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あ
な
た
も
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、
市
内
の
話
題
や
ま
ち
の
動
き
な
ど
を
リ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
平
成　

年
１８

度
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
情
報
推
進
グ
ル
ー
プ
（
�
◯８５
 

６
５
８
６
）
ま
で
。

　

美
園
・
若
草
地
区
連
合
町
内
会
で
は
、

不
審
者
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
と

今
年
の
４
月
か
ら
、
月
２
回
、
若
草
小

学
校
の
児
童
の
下
校
に
同
伴
す
る
取
り

組
み
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、　

月
に
は
こ
の
取
り
組
み
が
、

１０

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
に
取
り
組
む
団

体
を
対
象
と
し
た
、
市
の
『
せ
わ
や
き

せ
わ
ず
き
隊
』
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
た
ち
の
下
校
に
同
伴
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
不
審
者
な
ど

の
出
没
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
月
２
回
、
若
草
小
学
校
の

学
校
区
に
あ
る
若
草
・
若
草
第
２
・
美

園
・
美
園
南
・
旭
丘
町
内
会
の
会
員
が

１
・
２
年
生
の
下
校
時
に
合
わ
せ
て
各

地
区
ご
と
に
一
緒
に
帰
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
。
子
ど
も
た
ち
と
は
、
学
校
で
の

出
来
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
話
す
の
は
楽
し

防
犯
に
対
す
る
意
識
を

高
く
持
ち
ま
し
ょ
う

　

「
登
別
市
内
で
は
、
犯
罪
の
件
数
は

昨
年
と
比
べ
る
と
減
少
し
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
話
す
の
は
登
別
交
番
係
長
の

 
佐  
藤  
安  
則 
さ
ん
。

さ 

と
う 
や
す 
の
り

�����
�

�����
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登別市内刑法犯認知件数

刑 法 犯 総 数
増　　減平成１６年平成１７年区　　分

044重　要 犯 罪

－10155粗　暴　犯

－153529376窃　盗　犯

10919知　能　犯

101風　俗　犯

265480そ　の　他

－126611485総　　数

※各年の件数は、それぞれ１月から１０月末までの件数です
　（登別交番提供資料）。
※重要犯罪：殺人や強盗など。
※粗暴犯：暴行や傷害など。
※窃盗犯：空き巣や自転車盗難、車上ねらいなど。
※知能犯：詐欺や業務上横領など。
※その他：器物破損や住居侵入など。

」

　▲児童の下校に同伴▼

する美園・若草地区
　連合町内会の皆さん

・
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▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
グ
ル
ー
プ

（
�
○８５
 

５
６
３
４
）

人が輝き　まちがときめく

　

子
ど
も
が
、
生
ま
れ
て
か
ら
成
長
す

る
過
程
で
、
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
の
一
つ
に
排
せ
つ
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
に
で
き
る
よ
う
で
、
で
き
な
い
の

が
排
せ
つ
の
し
つ
け
。
失
敗
を
恐
れ
て

い
て
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
覚
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

思
い
切
っ
て
オ
ム
ツ
か
ら
パ
ン
ツ
に

切
り
替
え
る
と
、
最
初
は
失
敗
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
都
度
「
シ
ー
シ
ー
、
マ

マ
に
教
え
て
ね
」
「
シ
ー
シ
ー
は
ト
イ

レ
で
し
よ
う
ね
」
な
ど
と
繰
り
返
し
て

い
る
う
ち
に
、
自
分
か
ら
動
作
や
言
葉

で
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
パ
ン
ツ
を
汚
す
場
合
が
多

い
の
で
、
枚
数
を
そ
ろ
え
て
お
く
と
保

護
者
に
も
余
裕
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
３
歳
ご
ろ
に
な
る
と
、
遊
び

に
夢
中
に
な
る
た
め
、
今
ま
で
一
人
で

で
き
て
い
た
の
に
、
オ
シ
ッ
コ
を
漏
ら

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
濡
れ
た
不
快
感
を
泣
い
て

知
ら
せ
た
り
、
オ
シ
ッ
コ
が
出
て
か
ら

知
ら
せ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
我
慢

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

の
で
、
あ
せ
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

Group

が
絶
え
る
こ
と
の
な
い
、
楽
し
い
サ
ー

ク
ル
で
す
」
と
桜
井
さ
ん
は
、
活
動
の

様
子
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
で
は
、
活
動
の
ほ
か
、
食

事
会
や
自
然
散
策
会
な
ど
を
行
い
、
会

員
同
士
の
親
ぼ
く
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
前
に
入
会
し
た 
菊  
地  
隆 
さ
ん
・

き
く 

ち 
た
か
し

 
房  
子 
さ
ん
夫
妻
は
、
「
転
勤
で
千
葉
県

ふ
さ 

こ

か
ら
戻
っ
て
き
た
と
き
に
、
友
人
に
誘

わ
れ
て
入
会
し
ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
以
前
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
が
、
今

で
も
サ
ー
ブ
が
入
っ
た
り
、
ス
マ
ッ
シ

ュ
が
決
ま
っ
た
り
し
た
と
き
が
一
番
う

れ
し
い
で
す
ね
。
サ
ー
ク
ル
で
新
し
い

友
人
も
で
き
、
毎
週
、
総
合
体
育
館
に

出
掛
け
る
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
健

康
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
桜
井
さ

ん
（
�
○８６
 

９
１
５
４
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

『
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
』
は
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り
や
仲

間
づ
く
り
を
図
ろ
う
と
、
平
成
元
年
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
は　

歳
代
か
ら　

歳
代

40

60

ま
で
の　

人
。
毎
週
金
曜
日
の
午
前
、

10

総
合
体
育
館
に
集
ま
り
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

「
会
員
に
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
経

験
者
も
い
ま
す
が
、
健
康
づ
く
り
が
目

的
な
の
で
、
初
心
者
の
方
も
安
心
し
て

参
加
で
き
ま
す
。
季
節
を
問
わ
ず
、
気

軽
に
楽
し
め
る
の
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

魅
力
。
ぜ
ひ
、
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に

心
地
良
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
入
会
を
呼
び
掛
け
る
の
は
、
代
表
の

 
桜
井  
英  
雄 
さ
ん
。

さ
く
ら
い 
ひ
で 

お

　

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
技
術
向
上
よ
り

も
、
プ
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と
を
第
一
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
和
気
あ
い

あ
い
の
雰
囲
気
で
、
プ
レ
ー
中
も
笑
い

技術向上よりも、プレー
を楽しむことを第一に活
動しています

バドミントンサークル『四つ葉サークル』

　

ち
ょ
っ
と
し
た
大
人
の
言
葉
遣
い
や

ト
イ
レ
の
場
所
が
変
わ
る
と
緊
張
し
、

大
人
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
も
受
け
入

れ
て
く
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

�
排
せ
つ
の
間
隔
を
つ
か
む
（
２
時
間

　

く
ら
い
我
慢
で
き
る
な
ど
）

�
『
オ
シ
ッ
コ
が
出
た
ら
教
え
て
ね
！

　

と
子
ど
も
に
話
す

�
教
え
た
ら
、
た
く
さ
ん
褒
め
る
（
自

　

信
を
も
た
せ
る
）

�
失
敗
し
て
も
あ
せ
ら
な
い
『
今
度
教

　

え
て
ね
！
』
と
気
長
に
見
守
る

�
思
い
切
っ
て
パ
ン
ツ
に
切
り
替
え
る

　

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
子
ど
も

の
年
齢
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
濡
ら
し
た
ら

取
り
替
え
、
時
間
を
見
計
ら
っ
て
ト
イ

レ
に
誘
い
、
上
手
に
で
き
た
ら
褒
め
て
、

自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
あ

せ
ら
ず
気
長
に
し
つ
け
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

主
査　
 
石 　
 
井 　
 
静 　
 
枝 

い
し 

い 

し
ず 

え

』
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１２月
土金木水火月日
321
１０987654
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８
３１３０２９２８２７２６２５

1月
土金木水火月日
7654321
１４１３１２１１１０98
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９

�������

●１９ 　１２月は道税・市税の納税推進強調月
　　間です

●１９ 　平成１７年工業統計調査にご協力くだ
　　さい

●２０ 　除雪作業にご協力ください

●２０ 　水道の凍結にご用心！

●２１ 　郷土資料館・文化伝承館体験学習
　　『冬休み工作教室』に参加しません
　　か

●２１ 　子育て支援センターからのお知らせ

●２２ 　しんた２１からのお知らせ

●２４ 　クリンクルセンターからのお知らせ

●２５ 　文化・スポーツ振興財団からのお知
　　らせ

●２５ 　わが家の味自慢
　　第２９回つけものフェスティバル

●２６ 　消防本部からのお知らせ

●２７ 　グリーンデータバンク

●２８ 　年末年始の業務案内

●３０ 　平成１８年登別市成人祭

毎月のお知らせ

●２１ 　無料法律相談

●２２ 　１２月・年末年始の歯科救急医療

●２３ 　１月の集団予防接種

●２３ 　健康相談・診査

●２４ 　１月の粗大ごみ収集

●２９ 　今月の新着図書

●２９ 　不用品ダイヤル市

　国民健康保険税（第７期）、介護保険料
（普通徴収第６期）の納期限は12月26日�、
固定資産税・都市計画税（第４期）の納期
限は１２月３０日�です。
　納入には、便利な口座振替制度もありま
すので、ご利用ください。

▼問い合わせ　国保・年金Ｇ（�○８５ １７７
　１）、高齢・介護・障害福祉Ｇ（�○８５ ５
　７２０）、税務Ｇ（�○８５ １１５５）

忘れずに納めましょう

�������

　

道
税
・
市
税
の
納
税
を
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

胆
振
支
庁
と
市
は
、　

月
を
納
税
推

１２

進
強
調
月
間
と
し
て
、
滞
納
整
理
を
行

い
ま
す
。
ま
だ
、
納
税
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
道
税
の
問
い
合
わ
せ　

胆
振
支
庁
納

　

税
課
（
�
○２４
 

９
５
８
４
）

▼
市
税
の
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
１
５
５
）

　

経
済
産
業
省
は
、　

月　

日
�
現
在

１２

３１

で
、
平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を
実
施

１７

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ

て
の
事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
工
業
に
関
す
る
施

策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
　

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査

１２
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８０
 

２
７
５
５
）

　

国
や
特
殊
法
人
（
公
団
・
事
業
団
・

銀
行
・
公
庫
）
、
北
海
道
、
市
の
業
務

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
持

ち
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

１２

１５

１０

１２

▼
場
所　

登
別
郵
便
局
（
Ｊ
Ｒ
幌
別
駅

　

西
口
前
）

▼
行
政
相
談
委
員　
 
前  
川 

ま
え 
か
わ 
博 

ひ
ろ
し

さ
ん
、 
山 やま

　
 
形  
貞  
子 
さ
ん

が
た 
さ
だ 

こ

▼
問
い
合
わ
せ　

情
報
推
進
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

６
５
８
６
）

　

子
育
て
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
。
孫
育
て
に
戸
惑
い

を
感
じ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
子
育
て
、
孫
育
て
の
ヒ
ン

ト
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

12

13

10

11

　
　

分
30

▼
場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
講
師　
 
吉  
田  
淑  
恵 
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

よ
し 

だ 

と
し 

え

　

人
ワ
ニ
ワ
ニ
ク
ラ
ブ
の
仲
間
達
の
会

　

理
事
長
）

▼
参
加
料　

無
料

※
当
日
、
託
児
を
行
い
ま
す
（
事
前
連

　

絡
が
必
要
で
す
）
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８８
 

１
１
２
９
）

　

月
は
道
税
・
市
税
の

１２納
税
推
進
強
調
月
間
で
す

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
に

１７

ご
協
力
く
だ
さ
い

『
一
日
行
政
相
談
』
を

偶
数
月
に
開
催
し
て
い
ま
す

家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

▼
日
時　
　

月　

日
�　

９
時　

分
〜

12

20

30

　
　

時
12

▼
場
所　

し
ん
た　
21

▼
演
題　

『
特
別
支
援
教
育
の
今
後
に

　

つ
い
て
』

▼
講
師　
 
百  
井  
悦  
子 
さ
ん
（
北
海
道
室

も
も 

い 

え
つ 

こ

　

蘭
養
護
学
校
長
）

▼
参
加
料　

無
料

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
介
護
・
障
害

　

福
祉
Ｇ
（
�
○８５
 

３
７
３
２
）

　

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
の

有
効
期
間
は
４
年
間
の
た
め
、
資
格
登

録
者
は
４
年
ご
と
に
資
格
登
録
の
更
新

手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

更
新
対
象
者
は
、
日
本
下
水
道
協
会

よ
り
郵
送
さ
れ
た
申
し
込
み
書
な
ど
で
、

受
け
付
け
期
間
内
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

平
成　

年
度
に
北
海
道
排

13

　

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に
合

　

格
し
た
方
、
ま
た
は
資
格
登
録
更
新

　

手
続
き
を
行
っ
た
方
で
、
資
格
登
録

　

期
間
が
平
成　

年
３
月　

日
で
満
了

18

31

　

す
る
資
格
登
録
者

かると

▼
受
付
期
間　

平
成　

年
１
月　

日
�

18

16

　

〜　

日
�

20

※
申
し
込
み
場
所
に
つ
い
て
は
、
実
施

　

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
方
法　

手
続
き
終
了
後
、
更
新

　

用
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す

▼
手
数
料

�
更
新
手
数
料
３
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

　

を
含
む
）

�
資
格
認
定
証
交
付
等
手
数
料
２
千
円

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

９
０
５
２
）

　

鉱
山
流
里
山
づ
く
り
森
林
整
備
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
『
ヂ
カ
タ
ビ
レ
ン
ジ
ャ
ー
』

は
、
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
周
辺
の
森
が
人

に
も
動
物
に
も
居
心
地
の
良
い
場
所
に

な
る
よ
う
、
林
業
体
験
や
森
づ
く
り
を

楽
し
み
な
が
ら
、
森
林
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ト
ド
マ
ツ
を
間
伐
し
て
、

木
を
切
り
出
し
、
材
に
し
て
い
く
作
業

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

12

10

10

15

▼
集
合
場
所　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

▼
参
加
料　
　

円
（
傷
害
保
険
料
）

100

▼
持
ち
物　

軍
手
、
昼
食
、
タ
オ
ル
、

　

地
下
足
袋
ま
た
は
長
靴
な
ど

▼
申
し
込
み　
　

月
９
日
�
ま
で
に
電

12

　

話
で
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
（
�
○８５
 

２
５

　

６
９
）

特
別
支
援
教
育
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

　

〜
市
・
登
別
市
障
害
者
福
祉
計
画

　
　
　
　
　
　

市
民
策
定
委
員
会
主
催
〜

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

『
ヂ
カ
タ
ビ
レ
ン
ジ
ャ
ー
里
山

づ
く
り
を
楽
し
む
〜
材
を
生
み

出
す
た
め
に
は
〜
』
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

凍結時の連絡先　水道Ｇ（�○８５ ５５１０）
※土・日曜日、祝日、夜間、年末年始は市役所

　　（�○８５ ２１１１）

　水道凍結の起こりやす
い季節が近づきました。
気温が氷点下になると、
日中でも水道が凍結する
ことがあります。
　水道が凍結したときは、蛇口から床板まで
の給水管にタオルを巻き付け、全体が温まる
ようにお湯を少しずつかけると、軽い凍結で
あれば水が出ます（破裂する恐れがあるので、
直接、熱湯はかけないでください）。
　それでも水が出ないときはご連絡ください。
◎水道を凍結から守るには
�寒くなる前に正常に水落としができること
　を確認する。
�床下の換気口を閉め、冷たい風を防ぐ。
�日中でも寒さの厳しいときや外出するとき
　は、水を落とす。
◎水道凍結修理費用の負担
　　水道メーターから配水管側の凍結修理は
　市が負担し、水道メーターから蛇口までは、
　使用者の負担になります。

��������	


除雪や排雪についての問い合わせ
土木公園Ｇ（�○８５ ３２６０）

　市は、降雪シーズンに向け
て除雪作業の出動態勢を整え、
市が委託した業者の除雪車と、
市が所有する除雪車で除雪作
業を行います。
　次のことについて皆さんの
ご協力をお願いします。
◎路上駐車をしない
　　路上駐車があると、除雪作業ができません。また、道
　路内に障害物（看板や車両の出入用の鉄板、木材など）
　が放置されると、除雪作業の妨げになり、効率的で安全
　な除雪作業を行うことができません。
◎道路に雪を出さない
　　除雪された道路に雪を出すと、道幅が狭くなり、わだ
　ちができやすいため、大変危険です。
◎除雪車に近づかない
　　除雪作業中の安全を確保するため、除雪車には近寄ら
　ないでください。
◎滑り止め用の砂、融雪剤の散布にご協力を
　　急な坂道には、滑り止め用の砂箱を置いています。散
　布と管理に皆さんのご協力をお願いします。

��������	
��



問 い 合 わ せ
中央子育て支援センター（�○８１ ３７１５）

���

情報あら

　交通事故や金銭貸借、損害賠償、離
婚などの法律問題について、札幌弁護
士会室蘭支部の弁護士が相談をお受け
します。相談を希望する方は事前にお
申し込みください。なお、裁判や調停
中の問題は相談をお受けできません。

◎鉄南ふれあいセンターでの相談

▼日時　１月２１日（土）　９時３０分～

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼担当弁護士　 奈  良  泰  哉 弁護士
な ら しん や

▼定員　６人（申込順）

◎弁護士事務所での相談

▼担当弁護士　 奈  良  泰  哉 弁護士
な ら しん や

▼定員　６人（申込順）
※相談日時については、市民サービス
　グループにお問い合わせください。
◎申し込みは、１２月２８日（水）までに電話

　で市民サービスグループにお申し込

　みください

申し込み・問い合わせ

市民サービスグループ（�◯８５ １８５５）

▼
日
時
・
内
容
・
材
料
費
・
定
員

▼
場
所　

文
化
伝
承
館
（
郷
土
資
料
館

　

横
）

▼
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

　

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同

　

伴
が
必
要
で
す
）

※
高
校
生
以
上
は
別
途
入
館
料　

円
が

１９０

　

か
か
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
か
ら
電
話

12

15

　
 
（　

時
〜　

時
）
で
郷
土
資
料
館

10

16

　

（
�
○８８
 

１
３
３
９
）

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
登
別
市

18

に
住
所
を
有
し
、
平
成　

年
３
月　

日

18

31

現
在
、　

歳
以
上
の
方
で
、
次
の
①
〜

20

③
に
該
当
す
る
方
は
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。

①
面
積　

㌃
（
３
反
歩
）
以
上
の
農
地

30

　

で
耕
作
の
業
務
を
営
む
方

②
前
記
①
の
方
と
同
居
し
て
い
る
親
族

　

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間　

日
60

　

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

③
面
積　
 
㌃ 
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業

30

　

務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員

　

ま
た
は
社
員
で
、
原
則
、
年
間　

日
150

　

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

▼
申
込
方
法　

所
定
の
様
式
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
平
成　

年
１
月　

18

10

　

日
�
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
に

　
 
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

　

（
期
限
厳
守
）

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

９
１
９
０
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

郷
土
資
料
館
・
文
化
伝
承
館
体
験
学
習

『
冬
休
み
工
作
教
室
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

定　員
（申込順）材　料　費内　　　容日　　時

10人300円

【本立て】
　『のこ』や『金づち』を使
って、木製の本立てを作りま
す。

平成18年
１月12日（木） 
10時～12時

15人100円
【木製パズル】
　木の板に好きな絵を描いて、
パズルを作ります。

20人100円
【はと笛】　
　木を糸のこで切り、 張り合
わせてつくります。平成18年

１月13日（金） 
10時～12時 15人無　料

【メリーゴーラウンド】
　糸を引くと、飾りがクルク
ルと踊りだします。

移動子育て支援センターに遊びに来ませんか
　地域の子どもたちが遊んだり、保護者の皆さんが交流したりする場と
して、子育て支援センターの職員が遊具や絵本を持って出かけます。

▼日時　１２月９日（金）　１０時～１２時

▼場所　若草放課後児童クラブ（若草小学校内）

▼対象　市内に居住する小学校入学前のお子さん
　とその保護者

▼持ち物　上靴（親子とも）
※当日、直接会場へお越しください。
※放課後児童クラブ玄関前の駐車場をご利用ください。
『お父さんと遊ぼう』に参加しませんか
　子育て支援センターで、親子の触れ合いを楽しんでみませんか。

▼日時　１２月１７日（土）　１０時～１２時

▼場所　中央子育て支援センター（富士保育所横）

▼対象　市内に居住する小学校入学前のお子さん
　とお父さん

▼内容　絵本や遊具を使った自由遊びなど
※当日、直接会場へお越しください。
※車でお越しの方は、駐車場をご利用ください。

子育て支援センターからのお知らせ



��

　

『
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
』
の

承
認
を
受
け
て
い
る
源
泉
徴
収
義
務
者

の
方
が
、
平
成　

年
７
月
か
ら　

月
ま

17

12

で
に
支
払
っ
た
給
与
、
退
職
金
、
税
理

士
報
酬
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
を
し
た
所

得
税
の
納
期
限
は
、
平
成　

年
１
月　

18

10

日
�
（
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、
『
納

期
限
の
特
例
に
関
す
る
届
出
書
』
を
提

出
し
て
い
る
方
は
平
成　

年
１
月　

日

18

20

�
）
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
加
算
税
や
延
滞
税
が
課
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
税
務
署
法
人
課

　

税
第
一
部
門
（
源
泉
所
得
税
担
当
）

　

（
�
○２２
 

４
４
３
６
）

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
労
働
者
の
労
働

条
件
の
改
善
向
上
と
生
活
の
安
定
を
目

的
に
、
北
海
道
内
の
す
べ
て
の
事
業
者

と
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

北
海
道
最
低
賃
金
と
産
業
別
最
低
賃

金
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
主
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
、
職
場
に
お
け
る
最
低
賃
金
制
度
の

徹
底
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

かると

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
労
働
基
準
監
督

　

署
（
�
○２３
 

６
１
３
１
）

　

人
権
や
離
婚
、
不
動
産
、
金
銭
、
雇

用
、
い
じ
め
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

12

14

10

15

▼
場
所　

ポ
ス
フ
ー
ル
登
別
２
階
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
人
権
擁
護
委
員

　

協
議
会
事
務
局
（
札
幌
法
務
局
室
蘭

　

支
局
総
務
課
内
�
○２２
 

５
１
１
１
）

源
泉
所
得
税
の
納
期
限
の

お
知
ら
せ

『
特
設
人
権
・
困
り
ご
と

相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す

『
あ
っ
そ
う
だ
！　

今
年
の
最
賃

い
く
ら
か
な
？
』

　

〜
北
海
道
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
〜
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　依然、全種類の血液が
不足しています。より多
くの皆さんのご協力をお
願いします。

▼日時・場所

　予防接種法施行令の改正
により、平成１８年４月から、
麻しん・風しんの予防接種
の対象年齢や接種方法が変
わります。
　麻しん・風しん両方の接種をまだ終えていない１
歳以上のお子さんは、平成１８年３月３１日（金）までに接
種を済ませましょう。
※麻しん・風しんを接種しているかの確認は、母子
　健康手帳の予防接種欄の日付印をご覧ください。

献血にご協力ください

麻しん・風しんの予防接種が変わります

場　　所日　　　時

ポスフール登別前１２月２０日（火） 
１０時～１２時３０分、１３時３０分～１７時

イーストショップ前平成１８年１月５日（木） 
１０時～１２時、１３時～１６時３０分

１２月・年末年始の歯科救急医療

▼日時・診療所名・住所・電話番号

住所・電話番号診療所名日　時

室蘭市母恋北町２丁目３－１６
�○２２ ２３９４

横山歯科
医院１２月４日（日）

９時～１１時 登別市若草町３丁目１４－１０
�○８６ ２２５０

高橋歯科
医院

室蘭市中島町２丁目２３－３ 
�○４３ ６１６１

エルム歯科 
蘭東診療所１２月１１日（日）

９時～１１時 伊達市錦町９２－７ 
�０１４２○２３ ４１０７

福田歯科
医院

室蘭市高砂町１丁目５１－１８ 
�○４６ ２２２４林歯科医院１２月１８日（日）

９時～１１時

室蘭市高砂町２丁目１－２１
�○４３ ２１１８

高砂公園
歯科

１２月２３日（金）
９時～１１時

室蘭市輪西町１丁目３７－８ 
�○４４ ５５６６

和久歯科
医院

１２月２５日（日）
９時～１１時

登別市中央町２丁目１６－５ 
�○８５ ２４７７

ふかせ歯科
医院

１２月３１日（土）
９時～１１時

登別市美園町４丁目２－１２
�○８６ １１１１

三国ファミ
リー歯科

１月１日（日）
９時～１１時

登別市中央町５丁目２２－１
�○８５ ７６５１

なかがわ
歯科医院

１月２日（月）
９時～１１時

登別市中央町１丁目４－１
�○８５ ２８２６

宮武歯科
医院

１月３日（火）
９時～１１時

発効日最低賃金額最低賃金の件名

10月１日時間額　641円北海道（地域別）最低賃金

12月１日

時間額　718円乳製品、糖類製造業

産

業

別

最

低

賃

金

時間額　762円鉄鋼業

時間額　714円

電気機械器具製造業、情
報通信機械器具製造業、
電子部品・デバイス製造
業

時間額　719円船舶製造・修理業、船体
ブロック製造業

日額　5,684円 
時間額　711円

鋼船製造・修理業、船体
ブロック製造業、舟艇製
造・修理業

������������������������������������������������������������������
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情報あら
　

市
販
の
工
具
や
材
料
を
使
い
、
工
具

の
使
い
方
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
の
組
み
立
て

ま
で
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
会
場
で
『
ロ
ボ
ッ
ト
サ

ッ
カ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
』
も
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成　

年
１
月
８
日
�　
　

18

10

　

時
〜　

時
16

▼
場
所　

室
蘭
工
業
大
学
大
学
会
館
第

　

４
・
第
５
集
会
室

▼
対
象　

小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
。

▼
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

10

※
１
組
３
人
以
内
。

▼
参
加
料　
　

円
程
度
（
傷
害
保
険
料

100

▼
申
込
方
法　
　

月
９
日
�
か
ら　

日

12

22

　

�
ま
で
に
室
蘭
工
業
大
学
地
域
連
携

　

推
進
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

　

よ
り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
工
業
大
学
地
域

　

連
携
推
進
課
（
�
○４６
 

５
０
２
３
）

　

相
続
や
遺
言
、
各
種
契
約
な
ど
で
官

公
署
に
提
出
す
る
書
類
に
つ
い
て
、
北

海
道
行
政
書
士
会
室
蘭
支
部
の
行
政
書

士
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�
・
平
成　

年
１

12

10

18

　

月　

日
�　

９
時　

分
〜

14

30

▼
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

各　

人
（
申
込
順
）

10

▼
申
し
込
み　
　

月
分
は　

月
８
日
�

12

12

　

ま
で
、
平
成　

年
１
月
分
は　

月　

18

12

28

　

日
�
ま
で
に
電
話
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

　

Ｇ
（
�
○８５
 

１
８
５
５
）

『
キ
ッ
ト
で
学
ぶ
ロ
ボ
ッ
ト

工
作
』
を
開
催
し
ま
す

　

〜
室
蘭
工
業
大
学

　
　
　
　
　
　

『
大
学
開
放
推
進
事
業
』
〜

『
く
ら
し
の
無
料
相
談
会
』
を

開
催
し
ま
す

　

〜
北
海
道
行
政
書
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　

室
蘭
支
部
主
催
〜

問い合わせ

健康推進グループ
（しんた２１内�○８５ ０１００）

1月の集団予防接種

【接種上の注意】
●受ける前に前回の予防接種からの間隔を必ず
　確認してください
●通院中の方は接種してよいかを主治医と相談
　してください
●必ず母子健康手帳を持参してください
※予防接種は無料で受けられます。
※年間日程表は、接種場所やしんた２１で配布し
　ています。

場　所日　　時種　類

しんた２１１月１９日（木）
１２時４５分～１３時１５分

ＢＣＧ 婦　　人
センター

１月２３日（月）
１２時４５分～１３時１５分

登別厚生
年金病院

１月２３日（月）
１４時～１４時２０分

方　法対　象

直接ＢＣＧを接種接種当日で６カ月未満児

▼
月
日　

１
月　

日
�
（
時
間
は
、
対

２５

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
内
容　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
育

　

児
相
談
、
遊
び
の
紹
介

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

　

オ
ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　

１
月　

日
�

２５

▼
受
付
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１０

１５

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

育
児
相
談
を
希
望
す
る
方

▼
内
容　

発
育
・
発
達
・
育
児
な
ど
の

　

相
談
、
栄
養
相
談

▼
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い

 
▼
月
日　

１
月　

日
�
（
時
間
は
、
対

２６

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
８
月　

日
〜
平
成

17

１６

　
　

年
９
月　

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

17

１５

▼
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
栄
養
相

　

談
、
育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

　

オ
ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　

１
月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１８

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
６
月
生
ま
れ
の
お

１６

　

子
さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
身
体
計

　

測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児

　

相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
の
予
約

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ

　

ん
の
歯
ブ
ラ
シ

▼
月
日　

１
月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１２

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お

１４

１２

　

子
さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
尿
検
査
、

　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◎
８
カ
月
児
健
康
相
談

受付時間対　　象クラス

１０：１５～

１０：３０

平成１７年５月生
まれで第２子目
以降のお子さん

ひ よ こ
く ら す

１２：４５～

１３：００

平成１７年５月生
まれで第１子目
のお子さん　�

もぐもぐ
く ら す

◎
乳
幼
児
健
康
相
談

◎
４
カ
月
児
健
康
診
査

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

◎
３
歳
児
健
康
診
査

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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��

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

▼
訓
練
科
目
・
入
学
資
格
な
ど

▼
定
員　

各
科　

人
（
申
込
順
）

10

▼
申
込
期
限　

平
成　

年
３
月　

日
�

18

10

▼
問
い
合
わ
せ　

職
業
訓
練
法
人
登
別

　

職
業
訓
練
協
会
（
�
○８５
 

１
４
５
０
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　

開
場　

時　

12

11

14

30

　

分
、
開
演　

時
15

▼
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
内
容　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
献
堂
式
序
曲
、

　

交
響
曲
第
九
番
二
短
調
（
合
唱
付
き

▼
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

北
海
道
交
響
楽
団

かると

　

（
指
揮　
 
川  
越 

か
わ 
ご
え 
守 
さ
ん
）

ま
も
る

▼
合
唱　

市
民
、
登
別
市
文
化
協
会
会

　

員
な
ど
約　

人
（
合
唱
指
揮　
 
大  
橋 

お
お 
は
し

２００

 
 
猛 
さ
ん
）

た
け
し

▼
入
場
料
（
全
席
自
由
）　

大
人
２
千

　
　

円
、
高
校
生
以
下
１
千
円
（
未
就

500

　

学
児
童
は
無
料
）

▼
入
場
券
取
扱
先　

市
民
会
館
、
ア
ー

　

ニ
ス
、
レ
コ
ー
ド
＆
楽
器
の
オ
オ
ニ

　

シ
、
エ
ル
ム
楽
器
室
蘭
店

▼
問
い
合
わ
せ　

毎
週
火
・
木
曜
日
の

　
　

時
か
ら　

時
ま
で
に
電
話
で
登
別

10

16

　

市
文
化
協
会
事
務
局
（
�
○８５
 

８
８
８

　

６
）

▼
コ
ー
ス
・
講
習
日
・
対
象
な
ど

▼
場
所　

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
 
酒  
井 
さ
ん
（
室
蘭
市

さ
か 

い

　

立
成
徳
中
学
校
内
�
○２２
 

８
４
８
８
）

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

平
成　

年
度
入
校
生
募
集

１８

登
別
市
文
化
協
会
創
立　

周
年
記
念
事
業

４０

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
交
響
曲

『
響
け
！
歓
喜
の
歌 
i  
n 
の
ぼ
り
べ
つ
』
開
催

イ 

ン

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

　

〜
登
別
ス
キ
ー
連
盟
主
催
〜

受講料
（会員）年額

受講料
（一般）年額

訓練
期間入学資格訓練科目

１万円

（１年目）
３万５,０００円 
（２年目）

２万円

２年

中学校卒業 
以上の学力 
のある方　

木造建築科

建築板金科

建築塗装科

高校卒業以
上の学力の
ある方　　

建築設計科

２万５,０００円３万５,０００円
１年 

経理事務科

３万５,０００円４万５,０００円ＯＡシステム科

受講料定員 
（申込順）対象講習日コース

６，０００円３０人小・中
学　生１月２日（月）～

４日（水）

正　月
３日間
教　室 ８，０００円１０人高校生

以　上

８，０００円１５人小学生
以　上

１月７日（土）～
２月１８日（土）
（土曜日全５回）

土曜ｐｍ
教　室

８，０００円１０人小・中
学　生１月８日（日）～

２月１９日（日）
（日曜日全５回）

サンデ
ースキ
ー教室

１万２，０００円１０人高校生
以　上
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　粗大ごみの収集は、地域ごとに決められた年２
回の収集時期に、電話の申し込みにより行います。
　粗大ごみを出すときは（１回につき５品まで）、
１枚　１６０　円のごみ処理券を購入の上、１品ごとに
ごみ処理券を張ってください。

※このほかの地区の収集日については、『家庭ごみ
　収集カレンダー』に掲載しています。また、今後
　の『広報のぼりべつ』でも紹介していきます。

��

１月の粗大ごみの地区名・収集日・申込期間

申　込　期　間収　集　日地　区　名

１２月１９日（月）　
～１月６日（金）

１月９日（月）　
～１月１４日（土）鷲別町４～６丁目

１月４日（水）　
～１月１３日（金）

１月１６日（月）　
～１月２１日（土）登別東町

１月１０日（火）　
～１月２０日（金）

１月２３日（月）　
～１月２８日（土）大和、栄町、若山町

１月１６日（月）　
～１月２７日（金）

１月３０日（月）　
～２月４日（土）新川町

申し込み　申込期間の９時～１７時（土・日曜
日、祝日、１２月３１日（土）～１月３日（火）を除く）
に電話で収集委託業者（㈲登和清掃・�○８８ ０
２００）へお申し込みください　

▼日時　１２月２０日（火）　１３時３０分～１５時３０分

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー

▼対象　市内に居住する方

▼内容　家庭で楽しむクリスマスツリー作り

▼講師　 小  笠  原  春  一 さん（㈱丸勇小笠原緑化）
お がさ わら はる いち

▼定員　１５人（申込順）

▼参加料　２,０００円（材料代）

▼持ち物　軍手、筆記用具

▼申し込み　１２月５日（月）から１３日（火）までに電話でお申し込
　みください

　最近、使用済みの家電（テレビや洗濯機、冷蔵庫（冷凍
庫）、エアコン）、パソコンを分解して、ごみステーショ
ンに出している方がいます。
　市は回収しませんので、家電リサイクル法・パソコンリ
サイクル法により、次のとおり処理するようお願いします。
◎処理方法
�家電…買い替える場合などは、販売店に相談してくださ
　い。また、個人で処理する場合、市内の郵便局でリサイ
　クル券を購入し、指定引き取り場所に持参してください。
�パソコン…各製造メーカーにお問い合わせください。
※販売店や収集運搬許可業者に収集運搬を依頼する場合は、
　料金がかかります。
※詳しくはクリンクルセンターにお問い合わせください。

冬のガーデニング講習会に参加しませんか

家電リサイクル法・パソコンリサイクル
法を守りましょう

※会員…登別職業訓練協会の構成員である中小企業事業主に
　　　　雇用されている方
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申し込み・問い合わせ
社会教育グループ（�○８８ １１２９）

��

情報あら
申し込み・問い合わせ

文化・スポーツ振興財団（�○８８ １１１６）
市民プール（�○８５ ５５８８）

文化・スポーツ振興財団からのお知らせ

▼日時・場所・対象・定員・参加料・持ち物

※リフト代は自己負担となります。

▼申し込み　１２月２０日（火）～１月１１日（水）（１２月３１日（土）
　～１月５日（木）を除く）の１０時から１７時までに電話
　で文化・スポーツ振興財団

　『さまざまな運動で飽きずに代謝アップ！』『体
を動かして、ストレス発散！』飽きっぽくて運動の
続かない方、体力アップ、運動不足を改善したい方、
ぜひ参加してみませんか。

▼日時　平成１８年１月から３月までの毎週金曜日
　１９時３０分～２０時３０分（初回授業１月６日（金））

▼場所　市民プール会議室（プールは利用しません

▼対象　高校生以上の方

▼内容　初級エアロビクス・筋トレ・グッズ筋トレ
　有酸素運動＆筋トレ

▼定員　２０人（申込順）

▼参加料　月額２,０００円（初回授業日に持参）
※別途入館料がかかります。

▼持ち物　運動着（動きやすい服装）、室内用運動
　靴（外靴として使用していた物を除く）、タオル、
　飲み物（飲料水やスポーツドリンクなど）

▼申込方法　１２月９日（金）から市民プール受付カウン
　ターで直接お申し込みください
※電話による受け付けは行いません。また、必ず参
　加者本人が直接お申し込みください。
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初心者スノーボード教室初心者スキー教室

平成18年１月14日（土）・21日（土）・ 
28日（土）　10時～15時日　　時

サンライバスキー場場　　所

市内に居住または通勤 
する初心者の方（小学
生以上）

市内に居住または通
勤する初心者の方で、
リフトの乗降ができ
る方（小学生以上）

対　　象

各20人（申込順）定　　員

各2,000円（傷害保険料を含む）参　加　料

スノーボード、ブーツ、
ウエアー、グローブ、 
ゴーグル、帽子、昼食
など

スキー、ストック、
ブーツ、ウエアー、 
手袋、ゴーグル、帽
子、昼食など

持　ち　物

問い合わせ
情報推進グループ（�○８５ ６５８６）

　国や道、市町村などが発
行する広報紙や広報写真の
技術向上を図る『第52回北
海道広報コンクール』（�
北海道広報協会、北海道な
ど主催）が行われ、『広報
のぼりべつ』が広報写真・
一枚写真市町村の部で最優
秀賞に当たる特選に選ばれ
ました。
　応募総数28点の中から選ばれた作品は、２月に登
別温泉町で行われた『第34回登別温泉湯まつり』を
締めくくる『源泉湯かけ合戦』の一コマで、３月号
の表紙に使われた写真。氷点下の寒さの中、紅白に
分かれた下帯姿の若者たちが豪快に湯を掛け合う様
子を捉えたもので、「湯しぶきが効果的に表現され、
躍動感あふれる写真。まつりの熱気が伝わってきま
す」と審査員から講評が寄せられました。
　なお、この作品は、来年行われる全国広報コンク
ールに北海道代表作品として出品されます。

　各家庭自慢の『おふくろの
味』が勢ぞろいする登別の冬
の風物詩『つけものフェステ
ィバル』（市、同実行委員会
共催）に、あなたの自慢の一
品を出品しませんか。

▼日時　平成１８年１月１１日（水）　１０時４５分～１４時

▼場所　市民会館中ホール

▼内容　つけものコンクール、漬物の試食、地場産
　品の販売など
◎コンクール出品作品の募集

▼部門　かす漬け、かすみそ漬け、魚漬け、ぬか漬
　け、玄米漬け、アイデア漬け（材料、漬け方など
　のコメントを添えて提出）

▼出品の受付　平成１８年１月１１日（水）１０時までに、出
　品される方本人が直接会場に持参してください
◎コンクール審査員の募集

▼定員　各部門１人（申込順）

▼申し込み　１２月９日（金）までに電話でお申し込みく
　ださい
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健
康
増
進
の
た
め
、
合
気
柔
術
や
護

身
術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日　
　
18

　

時　

分
〜　

時
、
毎
週
日
曜
日　
　

30

21

10

　

時
〜　

時
12

▼
活
動
場
所　

登
別
東
青
少
年
会
館

※
会
費
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

松
本
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８３
 

２
０
１
２
）

▼
子
ど
も
の
年
齢　

１
歳
〜
就
園
前

▼
活
動
日
時　

第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　

時
〜　

時

10

12

▼
活
動
場
所　

富
士
児
童
館
、
西
陵
中

　

学
校

▼
会
費　

年
額
２
千
円

▼
問
い
合
わ
せ　

絹
川
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

７
７
３
０
）

▼
日
時　
　

月
４
日
�　
　

時
〜　

時

12

10

15

▼
場
所　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
室
蘭
放
送
局
プ
ラ
ザ

　
 
μ 

ミ
ュ
ー

▼
内
容　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
ジ
、

かると

　

手
作
り
シ
ョ
ッ
プ
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ

　

ー
、
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会

　

な
ど

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

あ
っ
た
か
サ
ロ
ン
事

　

務
局
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
室
蘭
放
送
局
内
�
○２２
 

　

７
２
７
１
）

▼
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座
・
時
間
・
内
容

▼
場
所　

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
『 
Ｐ
ｉ 

ピ
ッ

 
 
Ｐ 
』
（
ア
ー
ニ
ス
２
階
）

ピ

▼
定
員　

各
回
６
人
（
申
込
順
）

▼
受
講
料　

各
回
２
千
円
、
教
材
費　
200

　

円
（
当
日
持
参
）

▼
申
し
込
み　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ

　

Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
（
�
・

　

�
○２３
 

２
１
０
１
ま
た
は
�　

－

８
１

090

　

６
９－

２
５
１
４
）

子
育
て
サ
ー
ク
ル

『
た
ん
ぽ
ぽ
の
よ
う
に
』

会
員
募
集

大
東
流
合
気
柔
術
幸
道
会

登
別
支
部
会
員
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
主
催
〜

『
あ
っ
た
か
サ
ロ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
』
を

開
催
し
ま
す

内　　　容時　間講　座

①マウスの使い方、簡単な表作成
毎週火・金・
土曜日 
１５時１５分～
１７時１５分、 
１７時３０分～
１９時３０分

はじめての 
エクセル

②関数入門（１）

③関数入門(２）

④関数応用

⑤グラフの作成

①マウスの使い方、簡単な文章作成
毎週火・金・
土曜日 
１３時～１５時、
１７時３０分～
１９時３０分

はじめての 
ワード

②文章の整形

③表の作成

④いろいろな文章作成

⑤いろいろな文章作成（応用）

問い合わせ
消防本部総務グループ（�○８５ ９６１１）

��������	�


　12月15日�から平成18年１月10日�まで、年末年
始特別警戒を実施します。
　年末年始は慌ただしく、火に対する注意が薄れる
ため、火災が多く発生する時季です。
　日ごろから、一人ひとりが火に対する正しい取り
扱いを身に付け、家庭から火災を出さないように次
のことに注意しましょう。
◎コンロのそばを離れるときは必ず火を消す。
◎石油ストーブは、完全に火が消えてから給油する。
◎ストーブに燃えやすいものを近づけない。
◎ライターやマッチはしっかりと管理し、子どもの
　目に触れない場所に置く。
◎電気器具のタコ足配線はしない。
◎コンセントやプラグは定期的に清掃する。
◎家の周りは常に整理整頓し、燃えやすいものを置
　かない。
◎物置や車庫などは施錠する。
◎寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
◎外出や就寝するときは、必ず戸締まりや火の元を
　確かめる。

▼月日　平成18年１月25日�

▼講習種類　消火設備、警報設備

▼場所　室蘭市市民会館（室蘭市輪西町２丁目５－
　１）

▼申請書類申請先　12月15日�までに消防本部、消
　防署、各消防支署

▼月日　平成18年２月12日�

▼試験種類　甲種（第１～５類）、乙種（第１～７
　類）

▼試験地　苫小牧市

▼願書受付期間　12月７日�～
　15日�

▼願書請求先　消防本部、消防
　署、各消防支署

年末年始の火災予防 平成１７年度消防設備士講習を行います

平成１７年度消防設備士試験を行います
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▼
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時
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報
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Ｐ 
』
（
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ピ
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パ
ソ
コ
ン
操
作
＆
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ー
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パ
ソ
コ
ン
講
習
コ
ー
ナ
ー
、
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楽
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・
実
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ー
、

　

パ
ソ
コ
ン
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テ
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ザ
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ー
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ど
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参
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料　

無
料
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い
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せ　

工
藤
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ん
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○４５
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７
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６
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パ
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Ｎ
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Ｏ
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〜
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問い合わせ／土木公園Ｇ（�○８５ ４１１５）

　家庭で育てられなくなった庭木などを登録
し、欲しい方に無料であっせんする制度です。
　樹木を提供していただける方やあっせんを
希望する方は、電話でお申し込みください。
　また、グリーンデータバンクのご利用は市
内に居住する方に限ります。
　なお、樹木などの掘り起こしや引き取り、
運搬は、受け取りを希望する方に行っていた
だきます。
　詳しくはお問い合わせください。

ゆずります
本数葉　張高　さ名　　称番号

3本約0.8メートル 約0.6メートル ツ　　ツ　　ジ1

1本約0.8メートル 約1.5メートル シ　ャ　ク　ナ　ゲ2

1本約0.7メートル 約1.0メートル ボ　　タ　　ン3

『
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
�
２
０
０
５
�

ｖ
ｏ
ｌ
・
２
』
を
開
催
し
ま
す

　

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ
り
主
催
〜

受講料内　　　容日　時

各２，０００円

マウス、キーボードの使い方
１２月５日（月）
１３時～１５時

文字入力、簡単な文章作成
１２月１２日（月）
１３時～１５時

インターネットの仕組み、 
ホームページの閲覧

１２月１４日（水）
１３時～１５時

電子メールの仕組み（送受信）
１２月１９日（月）
１３時～１５時

無　料パソコン相談会
第１・第３水曜日
１３時～１５時

　◎応募資格は採用時の年齢自衛官募集案内
採用時期試　　験　　日受付期間応募資格募集種目

平成18年
3月下旬～
4月上旬　

12月9日（金）・10日（土）12月5日（月）まで
18歳以上27歳 
未満の男性の方2等陸海空士

平成18年2月上旬平成18年 
１月下旬

大学卒業 
（大学院 
修了）後

平成18年 
2月5日（日）

平成18年 
１月19日（木）まで

大学理・工学部2年 
～大学院生で26歳 
未満（大学院生は 
28歳未満）の方

貸費学生

平成18年 
4月上旬

1次　平成18年1月14日（土） 
2次　1月27日（金）～30日（月）

平成18年 
１月10日（火）まで

中学校を卒業した 
（見込みを含む）
17歳未満の男性の方

自衛隊生徒

●自衛官募集に関する相談先（自衛官募集相談員）
氏名・住所・電話番号氏名・住所・電話番号

 佐 　 藤 　 勝 　 明 （桜木町４丁目７－１３・�○８５ ６１１４）
さ とう かつ あき

 海  老  名 　
え び な

 庄三郎 （新生町４丁目５－１・�○８６ ５０１４）
しょうざぶろう

 生 　 田 　　　
いく た

 昇 （美園町３丁目４８－１・�○８６ ２６８３）
のぼる

 山 　 口 　　　
やま ぐち

 登 （中央町２丁目４－１・�○８５ ２９３２）
のぼる

 塩 　 谷 　 則 　 子 （若草町３丁目２－７・�○８６ ４８２５）
しお たに のり こ

 村 　 田 　 政 　 美 （常盤町３丁目９－６・�○８５ ２３１６）
むら た まさ み

 山 　 口 　 賢 　 治 （青葉町３４－９・登別中央病院内�○８５ １０００）
やま ぐち けん じ

 羽 　 山 　　　
は やま

 茂 （中央町７丁目２４－１・�○８５ ８８４６）
しげる

〒０５０－００８３　室蘭市東町２丁目２１－１２　石井ビル１階
　　　　　　　自衛隊札幌地方連絡部室蘭募集事務所（�○４４ ９５３３）
〒０５９－８７０１　登別市中央町６丁目１１
　　　　　　　登別市総務グループ（�○８５ １１３０）

問い合わせや資料・
志願票などの請求先
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　ごみ収集は１２月３１日（土）から１月３日（火）ま
で休みます。
　１月４日（水）に『燃やせるごみ』の市内一
斉収集を行います。必ず８時までにごみス
テーションに出してください。
　１月５日（木）からは平常通り、各地域ごと
の収集を行います。
※休み期間中はごみステーションにごみを
　出さないでください。

▼問い合わせ　環境対策Ｇ
　（クリンクルセンター内�○８５ ２９５８）

　クリンクルセンターは、市内の家庭や事
業所などから出た『燃やせるごみ』や『燃
やせないごみ』などの持ち込みを受け入れ
ています。
※必ず透明または半透明の袋に分別区分ご
　とに分別して搬入してください。分別さ
　れていない場合、受け入れできないこと
　があります。

▼受入時間　９時～１６時

▼ 手数料　１００㌔㌘ まで５００円（１００㌔㌘ を超
　える場合は、１０㌔㌘ ごとに５０円を加算）

▼問い合わせ　環境対策Ｇ
　（クリンクルセンター内�○８５ ２９５８）

　し尿収集は、１２月３１日（土）から１月５日（木）
まで休みます。
　新年は、１月６日（金）から平常通り収集し
ます。
※年内に収集の必要な方は、１２月２０日（火）ま
　でに㈱東洋興業にお申し込みください。

▼申し込み・問い合わせ　㈱東洋興業
　　　　　　　　　　　（�○８５ ２９３５）

●　ごみ収集

●　自己搬入ごみの受け入れ

●　し尿収集

６
（金）

５
（木）

４
（水）

１/１
～３

（日）～（火）
３１
（土）

３０
（金）

１２/
２９
（木）

業務・問い合わせ

市の一般・窓口・各支所　　　　　（�○８５ ２１１１）

地域情報センター『PiP』　　　　 　（�○８１ ２１８２）

クリンクルセンター研修室・市民見学コース
市民ギャラリー・再生品展示室　（�○ ○８５ ２９５８）

市民プール　　　　　　　　　 　（�○ ○８５ ５５８８）

ふぉれすと鉱山　　　　　　　　（�○ ○８５ ２５６９）

市民会館　　　　　　　　　　　（�○８８ １１３９）

総合体育館　　　　　　　　　　（�○ ○８５ ５５５２）

鷲別公民館　　　　　　　　　　（�○８６ ８８２３）

登別公民館　　　　　　（登別支所�○８３ １１３１）

登別温泉公民館　　（登別温泉支所�○８４ ２０６８）

年末年始は平常通り
登別温泉ふれあいセンター
　　　　　　　　　（登別温泉支所�○８４ ２０６８）

各青少年会館　（社会教育グループ�○８８ １１２９）

市立図書館　　　　　　　　　　（�○８５ ４３２４）

郷土資料館　　　　　　　　　　（�○８８ １３３９）

婦人センター　　　　　　　　　（�○８３ ３５１１）

労働福祉センター　　　　　　　（�○８５ ５０４４）

若草つどいセンター　　　　　　（�○８６ １２０５）

老人福祉センター　　　　　　　（�○８８ １３０３）

鉄南ふれあいセンター　　　　　（�○８５ ２９６６）

各保育所・児童館（子育てグループ�○８５ ５６３４）

富岸児童クラブ　　　　　　　　（�○８７ ００３４）

常盤児童クラブ　　　　　　　　（�○８５ １８４０）

若草児童クラブ　　　　　　　　（�○８６ ００１１）

中央子育て支援センター　　　　（�○８１ ３７１５）

登別子育て支援センター　　　　（�○８０ ２７７２）

のぞみ園　　　　　　　　　　　（�○８５ ７７２１）

１７時１７時
～～　しんた２１各室貸館　　　　　　　（�○８５ ０１００）

在宅介護支援センターしんた　　（�○８８ ２２２１）

在宅介護支援センターふれあい登別 （�○８３ ０５１１）

在宅介護支援センターゆのか　　（�○８４ ２１６５）

在宅介護支援センターけいあい　　 （�○８２ ５００５）

は休み。

2005　

▲ ▲ ▲ ▲

　2006

������������������
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市立図書館
� ○８５  4 3 2 4

��

 香  田 
こう だ

 証生 さんはなぜ殺されたのか
しょうせい

 下  川 　 裕  治 　著
しも かわ ゆう じ

◇淳　それから　　　 土  師 　 守 ・ 本  田  信  一  郎 　著
は せ まもる ほん だ しん いち ろう

◇わたしの味　　　　　　　　　　　　　　　 栗  原 はるみ　著
くり はら

◇『生きる』という権利　　　　　 安  田 　　 好  弘 　著
やす だ よし ひろ

◇話を聞く技術！　　　　　　　　　　　 永  江 
なが え

　　　　 朗 　著
あきら

◇山内一豊のすべて　　　　　　　　　 小  和  田  哲  男 　著
お わ だ てつ お

◇自宅で迎える幸せな最期　　 押  川  真  喜  子 　著
おし かわ ま き こ

◇労働相談裏現場リポート　　　 金  子 　　 雅  臣 　著
かね こ まさ おみ

◇山猿流自給自足　　　　　　 青  木 　　　　
あお き

 慧 　著
さとし

※図書館では、毎月購入している本の全リスト
　を差し上げています。ご利用ください。

�������������
火～金曜日（祝日、１２月２８日（水）～１月５日（木）を除く）１０：００～１６：００

※お申し込みは、市内に居住する方が対象です。

●レース用スキー板（190㌢）●電子オルガン●五月人形●スチールホイール

（15インチ　 ）●電動三輪車●スチール机（事務用・学習用）●子ども用自転車

（５・６年生、３～５歳・補助輪あり）●編み機●マウンテンバイク（24インチ　 

●業務用冷蔵庫（983㍑）●オルガン●ポット式石油ストーブ●印刷機マスタ

ー●印刷機インク●食器棚●ひな人形●ビデオカメラ●フィギュアスケート

（22㌢・23㌢）●ゴルフ道具（アイアン７本）●ワープロ●シングルベッド

（電動２段式）●スキャナー●パソコン（デスクトップ、カラープリンター付

き）●反射ストーブ（６～10帖）●書道用具一式●電気ストーブ（小型・中

型）●火鉢（信楽焼き）●ランニングマシン●カーナビ●石油小型給湯機（煙

突付き）●スチール製本棚（185×80×25㌢）●文庫本用木製本棚（180×90

×17㌢）●もちつき器●スキー靴（25.5㌢）●夏タイヤ（185-60-14ホイール

付き）

��������	
���


�����������

　２００４年１０月、ひとりの日本人
青年がイラクで殺害された。彼
はなぜ殺されたのか？自業自得
の死だったのか？自己責任と切
り捨てていいのか？『自分探し
フリーターの足跡をたどりなが
ら、その胸の内を探る。

遅咲きのひと
 足  立 　
あ だち

 則  夫 　著
のり お

　急がず、あせらず、自分らし
く。クライマックスはこれから
だ。７０歳代の女優、ノーベル賞
学者、５０歳代を過ぎて文学博士
になった元専業主婦など、大器
晩成型の人生を描くルポルター
ジュ。

●電動三輪車●作業用回転いす●自転車用補助いす●鋳物まきストーブ●まき

ストーブ●精米機（家庭用）●足踏みミシン●電動ミシン●ノートパソコン●

夏タイヤ（175-13）●ワープロ●電子ピアノ●自転車（26インチ　 ）●車いす（折

りたたみ式）●カラオケ道具一式●大正琴●リール●人台（一般サイズ）●大

型水槽（奥行60㌢）●味噌羽根付もちつき器

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

このほかに新しく入った本

情報あら

中
央
町
６
　
11
 

情報推進グループ 

658685

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.hokkaido.jp

　楽しかったこと、 
悲しかったこと、市
への疑問や意見・要
望などを情報推進グ
ループへ電話やはが
き、封書、ファク
ス、電子メールでお
寄せください。な
お、個人や団体への
中傷、営利を目的と
したお話はご遠慮く
ださい。 

　

冬
は
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機
器

で
火
を
使
う
機
会
が
増
え
る
た
め
、
火

災
が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。

　

住
宅
火
災
で
は
、
天
ぷ
ら
鍋
の
火
を

消
し
忘
れ
、
別
の
家
事
を
し
て
い
た
り
、

電
話
で
話
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
な
ど
、

う
っ
か
り
ミ
ス
か
ら
の
火
災
が
増
え
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　

つ
い
先
日
、
わ
た
し
も
洗
濯
物
を
乾

か
そ
う
と
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
つ
る
し

た
ま
ま
放
置
し
て
し
ま
い
、
危
う
く
火

災
に
な
り
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

す
べ
て
を
灰
に
し
て
し
ま
う
火
災
。

「
急
い
で
い
た
か
ら
」
「
大
丈
夫
だ
と

思
っ
た
か
ら
」
な
ど
と
後
で
言
っ
て
も
、

取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
も
そ
う
で
す
が
、
「
よ
く
忘

れ
る
」
と
い
う
方
も
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
今
、
何
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
メ
モ
用
紙
に
書

く
こ
と
な
ど
も
、
う
っ
か
り
ミ
ス
の
防

止
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

わ
が
家
で
も
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う

に
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
美
園
町
・
女
性
）

　
　

月
の
あ
る
日
、
休
暇
を
利
用
し
て

１０
東
京
か
ら
遊
び
に
き
た
友
人
と
一
緒
に
、

登
別
温
泉
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
地
獄
谷
や
大
湯
沼
な
ど
を

散
策
し
ま
し
た
が
、
鮮
や
か
に
色
づ
い

た
紅
葉
に
、
気
が
付
く
と
、
わ
た
し
も

友
人
も
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
湯
沼
川
探
勝
歩
道
沿
い
で

は
、
多
く
の
観
光
客
と
一
緒
に
、
自
然

の
足
湯
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
友

人
も
大
変
満
足
し
た
様
子
。
紅
葉
や
足

湯
と
い
っ
た
自
然
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
思
い
出
に
、
友
人
は
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　

わ
た
し
は
、
登
別
に
住
ん
で
約　

年
１０

に
な
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
身
近
に
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
場
所
が
あ
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

温
泉
だ
け
で
は
な
い
、
登
別
の
魅
力

を
も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
、
お
手
紙
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
市
民
）

火
災
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う

温
泉
だ
け
で
は
な
い

登
別
の
魅
力

）

』
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　クリスマスツリーやサンタクロース
などの投影を音楽と連動した演出で行
います。

▼日時　１２月２３日　～２５日　　１３時３０
　分～、１５時～

▼場所　室蘭市青少年科学館プラネタ
　リウム

▼プラネタリウム入場料　高校生以上
　１４０円、小・中学生４０円（幼児は無料）
※高校生以上７０歳未満の方は、別途入
　館料３００円がかかります。

▼問い合わせ　室蘭市青少年科学館
　　　　　　　　　（�○２２ １０５８）

��� ��� ���

『元気まちブラス in ２００５』に
イン

お越しください

人のうごき（平成17年10月末日現在）／人口54,009（＋38）　世帯24,624（＋31）（　）は前月比　 この広報紙は再生紙を使用しています。
発行・編集／登別市総務部情報推進グループ　〒 059 － 8701 　北海道登別市中央町 6 － 11　�014 3 �８５  2111　� 0143 �８５  1108
ホームページ ： http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp  Ｅメール ： pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp

室蘭市青少年科学館プラネタリウム
クリスマス特別投影

『長流川・有珠冬鳥探鳥会』に
参加しませんか

 （日） 

　今年も越冬のため、白鳥、マガン、
オジロワシなど多くの鳥たちがやって
きました。冬は多くの鳥が観察できる
季節です。寒さに負けず、野鳥観察に
参加しませんか。

▼日時　１２月１０日　　８時４５分～１５時

▼集合場所　だて歴史の杜カルチャー
　センター駐車場

▼持ち物　昼食、双眼鏡（貸し出しも
　あります）、筆記用具
※車同乗希望者は５００円がかかります。

▼申し込み　１２月８日　までに電話で
　篠原さん（�０１４２○２３ ３１６９）

　町内の中・高校生、一般の全吹奏楽
団体とミュージックベルの華麗でダイ
ナミックな演奏をお楽しみください。

▼日時　１２月２３日　　開演１４時

▼場所　白老コミュニティーセンター

▼演奏　白老中学校・萩野中学校・竹
　浦中学校・白老東高校・北海道栄高
　校各吹奏楽部、白老吹奏楽団、ミュ
　ージックベルズクラブミルキーウェ
　イ

▼入場料　無料

▼問い合わせ　 本  波 さん（虎杖中学校
もと なみ

　内�０１４４○８７ ２２２４）

 （金） 

●

�

 （土） 

 （金） 

問い合わせ
社会教育グループ
（�○８８ 1154）

平成１８年１月８日（日）
１３時～（受付１２時～）

登別マリンパークニクス
（イルカショープール）

登別市に住民登録をしている昭和
６０年４月２日から昭和６１年４月１
日までに生まれた方（ほかの市町
村に転出している方で出席を希望
する方はご連絡ください）

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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 （木） 

※対象者には後日、案内状をお送りします。
※成人の日は１月第２月曜日ですが、登別市では
　前日の日曜日に実施しています。お間違えのな
　いようご注意ください。
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